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生命保険の学習サイト
JAIFA学習帖
ご活用ください

『Present』4月号は、
スマートフォンでも
読むことができます。

JAIFA はこれからも、
全国の被災地支援に
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白水性一 昭20・29・38・47・56
平2・11

黒土性二 昭19・28・37・46・55
平元・10 碧木性三 昭18・27・36・45・54・63

平9

緑木性四 昭17・26・35・44・53・62
平8 黄土性五 昭16・25・34・43・52・61

平7

白金性六 昭15・24・33・42・51・60
平6 赤金性七 昭14・23・32・41・50・59

平5

白土性八 昭13・22・31・40・49・58
平4・13 紫火性九 昭12・21・30・39・48・57

平3・12

開運
マダム晶子の九性気学で

今日から

ビジネス運、対人運、金運、あなたの潜在力を活かす

自然界の森羅万象を九つの気に分類している九性気学。人は、生まれ
たときの「気」によって、九つの性に分けられます。「気」は生まれ
年ごとにより違い、それによって「本命性」が決まります。運勢に影
響を与える本命性を知って、あなたの潜在力を活かしませんか?
※開運方位は自宅からみた吉方位になります。

マダム晶子
平成 6年、鑑定士および講師の資格取得。同年中華民国星相学会の永久会員となり、易学のプロとして世界で通用する資格も取得。現在、企業講演、鑑定、月刊誌への執筆、ラジオ、
テレビ、セミナー教室等で活躍中。著書に『人生を変える幸せの占い革命』『もっと幸せになれる九性気学』、作詞『ジョ・ホールの街』　ネット上でもマダム晶子に出会えます！
マダム晶子開運塾（（株）オフィス一陽）〒180-0021 東京都武蔵野市桜堤 1-1-7-102　TEL＆FAX：0422-53-8733　http://www.akiko-kaiun.jp

今月の運勢
運勢階段は盛運の二期目で自身の気は最高。正確な判断ができ
るとき。取り巻く周囲の状況は良くないので邪魔をされないよう
に注意しましょう。ビジネス運はGOサインが出ています。前進
していきましょう。金銭運は慎重に事を進めてね。社交運は永年
疎遠になっている方々へ連絡を取り、再生復興の成果にできる。

今月のあなたは運勢階段の最上階で過ごします。今までの良い
気をたくさん持っている今月は、基本通りに行動しましょう。ビジ
ネス運はさらに上を望まず、自分の足許を固めて内面を強化して、
財布の紐も緩めないことです。金銭運は頑張ってきた人は豊か
ですが、怠けていた人はそれなり。社交運は再会や復活の交友
関係が目立ちます。

昨年から祈ってきたことが整い、願望達成の月。あなたの努力
に信用が付いてその噂が遠方まで届く時です。ビジネス運はチャ
ンス到来ですが、欲を出すと折角の良い運気が消えます。冷静
にまっすぐな商取引をしましょう。金銭運は副業からの収益が見
込めます。社交運は現状維持を守りましょう。新しい出会いはな
いです。

衰運二期目の今月はあなた自身のやる気が起こりません。なか
なか仕事モードにならない時は気分転換で吉方位の空気を吸い
に出かけてね。ビジネス運は家族や身内との縁が多い時ですか
ら、田舎の親類や縁者に会いましょう。支援はそこから始まり成
果に結ぶはずです。金銭運も良好。社交運は現状維持を守りましょ
う。

勢いがついて、元気なあなたに与えられた今月のテーマは「動
いて、動いて」ですから、休みもないほどの多忙になります。ビ
ジネス運は千客万来です。商談や営業は飲食が助けてくれます
ので、行きつけのお店などは気持ちを届けておきましょう。金銭
運はかなり良好です。社交運はお誘いの多い時ですからチャンス
到来。

離合集散の今月は人との別れや再会や交友関係が活発化してい
くときです。あなたの感性も感覚も的確な判断力も素晴らしい
です。ビジネス運は取り巻く周囲の状況が良くありませんし、ピ
ンボケです。活動はマイペースで単独行動の方が良い成果にな
ります。金銭運は現状維持。社交運は復活あり、再婚希望者は
良縁があります。

変化厳禁の 1ヵ月。自ら動くと台無しです。今まで順調に来てい
た人は変化厳禁です。変身や変革を望んでいる人は起死回生に
限ります。ビジネス運は良く吟味すること、勇み足にならないよ
う注意。金銭運は無駄遣いを避けて、財布の紐は締めて。社交
運は古い知り合い等と再会ありの月です。

待望の盛運期。今月から向う５ヵ月間は最良の日々になります。
今月は良い気を育てる為、せっせっと種蒔きをしましょう。その
種が芽でる頃には良い成果になります。ビジネス運は自分の周り
の方々に奉仕の心で手を貸してあげましょう。それが種蒔きであ
り営業です。金銭運、社交運共に頑張る時、現状維持です。

衰運の最後の月、衰運の極で過ごします。今月は気力体力がな
い上に財力にも陰りが見えます。無理をしないで来月の準備の
1ヵ月にしましょう。ビジネス運は来月の為の計画表を作成しましょ
う。久しく会えていない顧客や、着手せずそのままにしてある案
件に手を入れて準備をしてね。金銭運は良くないので無駄を省き
ましょう。社交運は現状維持。

開運★東北吉方位～ここで営業活動を。
（良い変化が起こり、大きなチャンスに出会える）

開運★西南ごく近くを散歩程度&営業活動をしてね。
（上司や目上の方から支援あり）

開運★東北大吉方位～遠方泊まり可。遠くの友人に会いましょう。
（金銭運アップ、資金繰り良くなる）

開運★北大吉方位～商談や活動はこの方位でしてね。
（身内からの支援あり、期待大の相続問題が出てきそう）

開運★西南ごく近くで営業活動を。
（資金繰りができる、良い顧客との出会いがある）

開運★東北吉方位～ここで商談、営業活動を。
（組織が力になってくれる、長男の問題が起こる）

開運★南大吉方位～南の海へ旅行しましょう。
( 来月の備えや社交運アップで紹介話が舞い込む )

開運★北大吉方位～商談、営業活動を。
（助人現れる、物事を進めて良い方位になる）

開運★東北大吉方位～吉方位から旅に出ましょう。
（来月の備え、金銭運アップする）

2021年 4月節 4.4▶5.4

毎月月初に
コンテンツ・
毎週月曜日に
「セールスに役立つ
記事」が追加更新
されていきます。

会員証の反響　お客様・一般の方より

生命保険営業の方々が
仕事のみならず様々な
公益活動を行っている
ことに驚いた。

「生命保険料控除拡充」
を要望する活動も行って
いるなんて、説明を
受けて初めて知った。

QRコードを読み取り、
広報誌「Present」
最新号をスマートフォン
でも読めて、とても便利。

ライバル会社同士が
会社の枠を超えて、
ともに公益事業に
取り組んでいるなんて、
素晴らしい組織ですね。
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本誌をお開きいただきましてありがとうございます。
当協会は、公益法人として、広く国民消費者の皆様に広報
誌をお手に取っていただき、
お役に立てていただけますよう発信しております。

© 公益社団法人 生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会教育委員会

JAIFA広報誌「Present」編集部 行
FAX 03-3241-0314
E-mail info@jaifa.or.jp

本誌に対しまして
ご意見、ご感想を
お寄せください。

～今年度の表紙は広島にゆかりがある写真を掲載しています～
今月の表紙：「広島城」大田川河口の三角州に毛利輝元が築城。老朽化が進む天守閣について、今後木造での復元も検討されている。

C O N T E N T S

生命保険の知識の向上と一般消費者の利益保護を図
り、国民生活を守るため、公正・適正な業務の運営を
目的とした生命保険募集人の公益団体であり、生命保
険ファイナンシャルアドバイザーとして活動しています。

Japan Association of Insurance and Financial Advisors

公益社団法人
生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会

【JAIFA（ジェイファ）】とは

※ 2021 年の Present は、地球環境の保全保護を考
慮し、大豆油から作られたソイインクと適切に管
理された森林から出された FSC の製品を使用して
います。

マダム晶子の九性気学で 今日から開運

02  特集 
【新企画】 第 1回　仕事や生活に役立てるミニ知識

     オンラインで失敗しないために！　
リモートワーク時のビジネスマナー

06  【新連載】第 1回　ごちそうの歴史
 焼き鳥

08  第 72 回　ゼロから学ぶ税金講座
優遇される退職金（前編）

10  第 220 回　ありがとう生命保険  
～中学生作文コンクール入賞作品より～

  「母の思いと学資準備のための保険」
青森県 板柳町立板柳中学校　２学年　成田 侑経

12  第 49 回　社会保険 Q&A
 「70 歳リタイア」時代と社会保険（中編）

厚生労働省では、新型コロナウイルスにより、さまざまな課題を抱える方々への支援について各種相談窓口を順次ご案内
しています。どこの行政機関に相談したらよいのかわからないときは、まずはこちらを参照してみるとよいでしょう。

厚生労働省「生活を支えるための支援のご案内」
https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000622924.pdf
※詳しくは、厚生労働省のホームぺージをご参照ください。

新型コロナウイルス感染症予防のために　

04
/2021

13  第109 回　桐生純子の愛され力  
コミュニケーション術

  【自分を成長させるためのヒント】
～選ばれる人になるために必要なこと～

14  第112 回　心のかけはし
 どれだけ人のお役に立てるか？　　　　　

これをやり続け、これを追求し続けると　　　
道は拓ける

18 第121回　思わず伝えたくなる！  
お金にまつわるエトセトラ
年金手帳が廃止へ…今後はどう管理される？

19  第 37 回　想いをつなぐ
 函館市社会福祉協議会に　　　　　　　

タオルを寄贈しました

20  お役立ち情報
 他人事ではない !?
　　 認知症介護の実態

「Present」の語源には「現代・今」という意味があります。
一人ひとりの大切な今日に感謝の気持ちを込めて
「プレゼント」を贈ります。

01 2021  |  April
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仕事や生活に役立て
る

ミニ知識ミニ知識
新企画

第 回

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
と
は
？

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
と
は
？       

       

メ
リ
ッ
ト
は
？

メ
リ
ッ
ト
は
？

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
と
は
、「
遠
く
離
れ
て
仕
事

を
す
る
」
こ
と
。
職
場
で
は
な
く
、
自
宅
や
ワ
ー

キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
利
用
す
る
働
き
方
で
す
。

も
と
は
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
な
ど
、

一
人
で
完
結
で
き
る
業
務
を
行
う
人
た
ち
が
、
導

入
し
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

い
ま
で
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
始
め
と
し
て
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
や
チ
ャ
ッ
ト
な
ど
の
「
Ｉ

Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
ツ
ー
ル
」
の
普
及
に
よ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
や
業
務
で
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
導
入
の
メ
リ
ッ
ト
は
、「
場

所
や
時
間
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
柔
軟
な
働
き
方
が

で
き
る
」
こ
と
で
す
。
働
く
場
所
や
時
間
帯
を
自

由
に
選
択
で
き
、
通
勤
の
負
担
が
な
く
な
れ
ば
、

ス
ト
レ
ス
か
ら
の
解
放
や
、
居
住
地
の
選
択
肢
も

増
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
仕
事
と
育
児
・
介
護
の
両
立
な
ど
、
離

職
す
る
こ
と
な
く
仕
事
を
続
け
ら
れ
る
た
め
、

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
向
上
に
も
貢
献

す
る
働
き
方
で
す
。
会
社
側
に
と
っ
て
も
、
優
秀

な
人
材
の
確
保
に
つ
な
が
る
た
め
、
導
入
の
メ

リ
ッ
ト
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
失
敗
し
な
い
た
め
に
！

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
時
の

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

４
月
号
か
ら
６
月
号
ま
で
の
３
回
で
「
仕
事
や
生
活
に
役
立
て
る
ミ
ニ
知
識
」
を
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

第
１
回
は
コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
に
、
広
ま
り
つ
つ
あ
る
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
対
面
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
違
う
マ
ナ
ー
や
コ
ツ
が
必
要
で
す
。

ポ
イ
ン
ト
を
つ
か
む
こ
と
で
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
で
も
仕
事
の
生
産
性
が
向
上
す
る
で
し
ょ
う
。

１

02
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仕事や生活に役立て
る

ミニ知識ミニ知識
新企画

①
メ
ー
ル
の
マ
ナ
ー
や
注
意
点
は
？

①
メ
ー
ル
の
マ
ナ
ー
や
注
意
点
は
？

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
オ
フ
ィ
ス
勤
務
の
と

き
以
上
に
、
メ
ー
ル
を
利
用
す
る
シ
ー
ン
は
多
く

な
る
で
し
ょ
う
。
対
面
で
あ
れ
ば
、
口
頭
で
説
明

す
れ
ば
済
む
も
の
も
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
で
は
文

章
で
相
手
に
理
解
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

ま
ず
大
切
な
の
は
、
件
名
で
す
。
件
名
を
見
れ

ば
、メ
ー
ル
の
内
容
が
あ
る
程
度
わ
か
る
よ
う「
○

月
○
日
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
議
題
に
つ
い
て
」
な

ど
、
具
体
的
か
つ
明
確
に
記
載
し
ま
す
。

本
文
に
つ
い
て
も
、「
結
論
を
最
初
に
書
く
」「
箇

条
書
き
を
利
用
し
て
要
旨
を
ま
と
め
る
」
な
ど
、

読
む
人
に
時
間
を
取
ら
せ
な
い
配
慮
を
持
っ
て
、

メ
ー
ル
を
作
成
し
ま
し
ょ
う
。

送
信
す
る
際
に
は
、
相
手
が
メ
ー
ル
に
目
を
通

し
や
す
い
時
間
帯
を
意
識
し
ま
す
。
取
引
先
な
ど

で
は
、
営
業
時
間
外
に
送
信
す
る
と
、
受
信
ト
レ

イ
に
埋
も
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
。ま
た
、添
付
フ
ァ

イ
ル
が
あ
る
場
合
は
、
デ
ー
タ
容
量
に
よ
っ
て
は

受
信
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
圧
縮
し
て
送

る
か
、「
D
r
o
p
B
o
x
」
な
ど
の
ク
ラ
ウ
ド

の
、
ス
ト
レ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
方
が
よ

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ー
ル
は
要
件
が
伝
わ
れ
ば

い
い
と
考
え
が
ち
で
す
が
、
対
面
の
機
会
が
減
る

と
、
人
間
関
係
も
希
薄
に
な
り
が
ち
に
。
あ
え

て
、
世
間
話
や
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
メ
ー
ル
に
追

加
す
る
こ
と
も
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
入
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

②
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
マ
ナ
ー

②
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
マ
ナ
ー

や
注
意
点
は
？

や
注
意
点
は
？

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
に
欠
か
せ
な
い
も
の
が
、

「
z
o
o
m
（
ズ
ー
ム
）」
な
ど
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
シ
ス
テ
ム
で
す
。
利
用
の
際
の
注
意
点
や
マ

ナ
ー
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
の
で
、
基
本
を
押
さ
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

●

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
有
線

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
有
線
L
A
N

L
A
N
がが

ベ
タ
ー

ベ
タ
ー

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
質
は
、
通
信
環
境
や
機

材
の
使
い
方
が
適
切
か
ど
う
か
で
決
ま
り
ま
す
。

自
宅
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
無
線
L
A
N

ル
ー
タ
ー
で
つ
な
い
で
い
る
こ
と
が
多
い
と
思
い

ま
す
。
た
だ
、
無
線
だ
と
会
議
中
に
回
線
が
途
切

れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
で
き
れ
ば
ケ
ー

ブ
ル
を
使
用
し
た
有
線
L
A
N
の
方
が
よ
い
で

し
ょ
う
。

column

リモートワークというと、在宅勤務を思い浮かべる人が多いと思います。しかし、パソコンやタブレット、イ

ンターネット環境があれば、仕事場所は柔軟に選ぶことは可能です。

リモートワークでしばしば問題になるのが、インターネットの通信回線や速度、家族やペットがいて集中で

きないなどの問題です。特に、オンライン会議の際につながらなかったり、会議の途中で回線が切れてしまう

などのトラブルを経験した人は少なくないでしょう。

そういったときに検討したいのが、インターネットや電源など、リモートワークワーク向けの環境が整った

施設です。コワーキングスペースやホテルのレンタルスペース、カラオケチェーンなど、仕事に利用できそう

な施設が続々と登場しています。別料金で、ドリンクや食事のメニューを用意してくれるところもあります。

業務内容に応じて、こういった場所を活用すれば、仕事の効率もアップ！？

リモートワークは在宅だけではないリモートワークは在宅だけではない
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●

カ
メ
ラ
と
マ
イ
ク
は
必
須
！

カ
メ
ラ
と
マ
イ
ク
は
必
須
！

最
近
の
パ
ソ
コ
ン
は
、
た
い
て
い
カ
メ
ラ
や

マ
イ
ク
が
内
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
付
い
て
い

な
い
場
合
は
外
付
け
の
マ
イ
ク
付
き
カ
メ
ラ

な
ど
を
準
備
し
ま
す
。
ま
た
、
よ
り
会
議
の
質

を
高
め
る
の
な
ら
、
マ
イ
ク
と
イ
ヤ
ホ
ン
が

セ
ッ
ト
に
な
っ
た
「
ヘ
ッ
ド
セ
ッ
ト
」
が
お
す

す
め
。

在
宅
の
場
合
や
外
出
先
で
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
を
行
う
と
き
で
も
、
ヘ
ッ
ド
セ
ッ
ト
を
使

え
ば
音
声
が
も
れ
ず
、
相
手
の
声
も
聞
き
や

す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
マ
イ
ク
が
口
元

に
来
る
た
め
声
を

し
っ
か
り
と
拾
う

こ
と
が
で
き
、
他
の

会
議
参
加
者
に
自

分
の
声
が
伝
わ
り

や
す
く
な
り
ま
す
。

●

カ
メ
ラ
の
目
線
や
顔
の
位
置
は
？

カ
メ
ラ
の
目
線
や
顔
の
位
置
は
？

リ
ア
ル
で
の
対
面
以
上
に
、
見
た
目
に
こ
だ

わ
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
リ
ア
ル
で
あ
れ
ば
、

表
情
や
仕
草
、
声
の
ト
ー
ン
な
ど
、
自
分
を
ダ

イ
レ
ク
ト
に
伝
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
オ

ン
ラ
イ
ン
会
議
で
は
、
基
本
的
に
上
半
身
だ
け

し
か
映
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
だ
け
に
、
カ
メ
ラ
を
通
じ
て
相
手
に
伝

わ
る
印
象
を
よ
く
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
は
、
カ
メ
ラ
や
目
線
の
高

さ
で
す
。

カ
メ
ラ
の
高
さ
は
、
基
本
的
に
目
線
と
同
じ

に
し
ま
す
。
特
に
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
で
は
、
カ

メ
ラ
が
目
線
よ
り
も
低
く
な
っ
て
い
る
と
、
カ

メ
ラ
を
見
下
ろ
す
よ
う
な
位
置
に
な
り
ま
す
か

ら
、
机
の
上
に
台
を
置
き
そ
の
上
に
パ
ソ
コ
ン

を
乗
せ
る
な
ど
し
て
、
目
線
と
カ
メ
ラ
の
位
置

を
合
わ
せ
ま
す
。

表
情
も
意
識
し
ま
し
ょ
う
。「
緊
張
感
で
顔
が

こ
わ
ば
っ
て
い
な
い
か
」「
目
は
微
笑
ん
で
い
る

か
」「
口
角
が
上
が
っ
て
い
る
か
」
な
ど
、
会
議

の
前
に
自
分
を
カ
メ
ラ
で
映
し
、
チ
ェ
ッ
ク
し

て
か
ら
会
議
に
臨
む
よ
う
に
す
れ
ば
、
好
印
象

を
与
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

●

カ
メ
ラ
に
映
る
背
景
を
意
識
す
る

カ
メ
ラ
に
映
る
背
景
を
意
識
す
る

在
宅
で
は
、
背
景
に
何
が
映
る
の
か
も
意
識
し

た
い
と
こ
ろ
。
私
物
や
洗
濯
物
な
ど
、
生
活
感
が

出
て
し
ま
う
も
の
は
片
付
け
る
か
、
カ
メ
ラ
の
位

置
を
調
整
し
て
映
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
片
付

け
が
難
し
け
れ
ば
、
カ
ー
テ
ン
な
ど
を
バ
ッ
ク
に

す
る
か
、
背
の
高
い
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
準

備
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
ア
プ
リ
や
パ
ソ
コ
ン
の
性

能
に
よ
っ
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
で
背
景
を
変
え
る
機

能
が
利
用
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●

５
分
前
に
は
機
材
の
確
認
、

５
分
前
に
は
機
材
の
確
認
、        

        

入
室
は
１
分
前
で
Ｏ
Ｋ

入
室
は
１
分
前
で
Ｏ
Ｋ

会
議
の
前
に
、
パ
ソ
コ
ン
の
カ
メ
ラ
や
マ
イ
ク

の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、会
議
が
始
ま
っ
て
か
ら「
映

ら
な
い
、
聞
こ
え
な
い
」
と
い
う
こ
と
の
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
始
ま
る
１
〜
２
分
前
に
は
入

室
し
て
お
く
と
安
心
で
す
が
、
ホ
ス
ト
が
許
可
し

な
い
と
入
室
で
き
な
い
場
合
は
、
そ
の
場
を
離
れ

ず
に
許
可
が
出
る
の
を
待
ち
ま
す
。

●

発
言
し
な
い
と
き
は
音
声
を

発
言
し
な
い
と
き
は
音
声
を    

ミ
ュ
ー
ト
に

ミ
ュ
ー
ト
に

特
に
大
勢
の
人
が
参
加
す
る
と
き
に
は
、
自
分

が
発
言
し
な
い
と
き
に
は
、音
声
を
「
ミ
ュ
ー
ト
」

に
し
て
自
分
の
声
や
周
囲
の
音
が
入
ら
な
い
よ
う

に
配
慮
し
ま
し
ょ
う
。ミ
ュ
ー
ト
に
し
て
お
け
ば
、

物
が
落
ち
て
大
き
な
音
が
出
て
も
他
の
参
加
者
に

は
聞
こ
え
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
発
言
す
る
と
き
に
は
ミ
ュ
ー
ト
の
解

除
を
忘
れ
ず
に
。
解
除
し
忘
れ
て
発
言
し
て
し

ま
っ
た
と
き
に
は
、
お
詫
び
を
挟
ん
で
、
最
初
か

ら
発
言
を
再
開
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。
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身
だ
し
な
み
に
も
意
識
を

身
だ
し
な
み
に
も
意
識
を      

      

向
け
る

向
け
る

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
在
宅
で
行
う
場
合
、
ど
う

し
て
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
と
の
境
目
が
曖
昧
に
な
り

が
ち
に
。特
に
服
装
に
つ
い
て
は
、ビ
ジ
ネ
ス
モ
ー

ド
を
意
識
し
た
い
も
の
で
す
。
出
勤
し
な
い
か
ら

と
い
っ
て
普
段
着
や
部
屋
着
の
ま
ま
で
は
、
ビ
ジ

ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
の
資
質
を
疑
わ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
で
は
、
基
本
は
対
面
の
と
き

と
同
様
に
考
え
ま
し
ょ
う
。
ス
ー
ツ
や
ク
ー
ル
ビ

ズ
ス
タ
イ
ル
な
ど
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
す
ぎ
な
い
服
装

を
意
識
し
た
い
も
の
で
す
。

③
電
話
の
マ
ナ
ー
や
注
意
点
は
？

③
電
話
の
マ
ナ
ー
や
注
意
点
は
？

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
電
話
の
必
要
な
シ
ー

ン
は
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
。
基
本
的
に
携
帯
電

話
を
利
用
す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
ま
ず
確
認

し
た
い
の
が
、
仕
事
を
す
る
場
所
の
電
波
の
状
態

で
す
。

大
事
な
通
話
中
に
会
話
が
途
切
れ
た
り
し
な

い
よ
う
、
在
宅
の
場
合
な
ら
電
波
の
よ
く
届
く

場
所
は
事
前
に
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
子
供
や
ペ
ッ
ト
が
泣
き
出
し
た
り
、

騒
ぎ
出
し
た
り
し
た
場
合
は
、
丁
重
な

お
詫
び
を
入
れ
て
か
ら
通
話
を
切
り
、

落
ち
着
い
た
と
こ
ろ
で
か
け
直
す
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。　

世
の
中
が
コ
ロ
ナ
禍
前
の
よ
う
に
、

自
由
な
移
動
や
対
面
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
復
活
す
る
に
は
、
も
う

し
ば
ら
く
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
す
。

と
は
い
え
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
は
将
来

的
に
は
普
通
の
働
き
方
に
な
る
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。
基
本
を
押
さ
え
な
が
ら
、

自
分
自
身
の
工
夫
や
ア
イ
デ
ィ
ア
で
、

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
環
境
を
整
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

column

リモートワークでも、労働災害（業務災害・通勤災害）が適用されます。業務災害では、会社の業務が原因で

ケガや病気になったときに、治療費や休業補償などを受けられますが、労災が適用されるのは、労働基準監督

署が認定した場合のみです。

たとえば、外出時や自宅内での私的な用事で移動していて転んだなどのケガは、労災の適用にはなりません。

実際に、リモートワークで労災が適用される事例は次のようなケースです。

「自宅で所定労働時間にパソコン業務を行っていたが、トイレに行くため作業場所を離席した後、作業場所に

戻り椅子に座ろうとして転倒した事案。これは、業務行為に付随する行為に起因して災害が発生しており、私

的行為によるものとも認められないため、業務災害と認められる。」（厚生労働省「テレワーク導入ための労

務管理等Ｑ＆Ａ集」より）

在宅勤務の場合は、職場内でのケガなどよりも証明が難しいという問題があります。何かあったときのため

に、始業・就業をメールで報告するなど、労働時間を記録として残しておくことも必要でしょう。

リモートワーク中にケガ！労災は適用される？リモートワーク中にケガ！労災は適用される？
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歴史歴史
第

回ごちそうのごちそうの

新連載

鳥
は
近
代
に
確
立
し
ま
し
た
が
、
日
本
人
と
鶏

の
出
会
い
は
古
代
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

日
本
に
は
も
と
も
と
鶏
は
お
ら
ず
、
東
南
ア

ジ
ア
で
家
畜
化
さ
れ
た
鶏
の
原
種
が
新
石
器
時

代
か
ら
弥
生
時
代
ま
で
の
間
に
中
国
大
陸
か
ら

伝
来
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
最
古

の
歴
史
書
・
古
事
記
で
は
鶏
は
太
陽
を
呼
び
出

す
聖
な
る
鳥
「
常と

こ
よ
の
な
が
な
き
ど
り

世
長
鳴
鳥
」
と
し
て
登
場
し

て
お
り
、
当
時
の
鶏
は
「
鳴
き
声
で
朝
の
到
来

を
告
げ
る
」
と
い
う
大
切
な
役
割
を
持
っ
た
家

畜
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
食
用
を
主
と
し
て
育

て
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
卵

を
産
ま
な
く
な
っ
た
鶏
を
食
べ
る
習
慣
は
存
在

し
て
お
り
、
鶏
肉
を
食
べ
る
こ
と
は
忌
避
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
６
７
５
年
に
天
武
天
皇
が
牛
、
馬
、

犬
、
鶏
、
猿
の
肉
食
を
禁
止
す
る
令
を
発
布
し
、

そ
の
後
も
時
の
権
力
者
に
よ
っ
て
た
び
た
び
肉

食
禁
止
令
が
出
さ
れ
ま
す
。

肉
食
が
忌
避
さ
れ
る
時
代
は
平
安
時
代
か
ら

千
年
以
上
続
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
室
町
時

代
に
な
っ
て
肉
食
を
推
奨
す
る
西
洋
文
化
と
接

触
す
る
と
肉
食
へ
の
忌
避
感
は
次
第
に
薄
れ
て

江
戸
時
代
の
料
理
書
に
残
る
形
跡

江
戸
時
代
の
料
理
書
に
残
る
形
跡

食
欲
を
そ
そ
る
炭
焼
き
の
香
り
と
、
炙
り
焼

き
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
調
理
で
引
き
立
つ
肉
の

味
わ
い
。
味
も
食
感
も
異
な
る
様
々
な
部
位
を

堪
能
で
き
、
タ
レ
か
塩
か
と
想
像
を
巡
ら
せ
る

の
も
楽
し
い
焼
き
鳥
。
日
本
食
と
し
て
の
焼
き

い
き
、
江
戸
時
代
の
料
理
書
に
は
鶏
を
使
っ
た

料
理
が
登
場
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

17
世
紀
末
の
料
理
書
「
合ご

う
る
い
に
ち
よ
う
り
ょ
う
り
し
ょ
う

類
日
用
料
理
抄
」

に
は
、
開
い
た
鳥
肉
に
醤
油
ベ
ー
ス
の
タ
レ
を

付
け
て
焼
き
あ
げ
る
「
焼
鳥
」
や
、
小
鳥
や
小

さ
な
鳥
肉
を
串
に
刺
し
て
焼
く
「
串
焼
」
と

い
っ
た
料
理
の
調
理
法
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
「
焼
鳥
」
と
「
串
焼
」
が
い
つ
し
か
融
合

し
、
現
在
の
「
焼
き
鳥
」
が
誕
生
し
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
当
時
は
ま
だ
肉
食
は
禁
止
で
し
た

が
、「
薬
食
い
」
と
称
し
て
こ
っ
そ
り
肉
食
が

行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
お
か
げ
で

ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
お
か
げ
で        

        

大
衆
食
に

大
衆
食
に

明
治
に
な
っ
て
肉
食
が
解
禁
さ
れ
る
と
牛
鍋

や
鳥
鍋
を
出
す
料
理
店
が
多
く
開
店
し
ま
し
た

が
、
同
時
に
こ
れ
ら
の
肉
料
理
店
で
余
っ
た
端

肉
や
内
臓
を
安
価
で
仕
入
れ
て
蒲
焼
き
に
す
る

焼
き
鳥
屋
台
が
登
場
。
こ
の
屋
台
は
焼
き
鳥
店

と
言
い
つ
つ
も
、鶏
だ
け
で
は
な
く
野
鳥
や
豚
・

牛
の
内
臓
も
焼
く
„
な
ん
で
も
あ
り
“
な
店
で

し
た
が
、
安
価
で
肉
を
堪
能
で
き
る
た
め
庶
民

新鮮かつ多様な海の幸や山の幸に恵まれた日本。
「ごちそうの歴史」では、私達が普段何気なく食べて

いる定番料理の誕生の秘密を解き明かします。
第1回のテーマは「焼き鳥」。江戸時代に基礎を築き

文明開化とともに羽ばたいた日本食です。

1

焼き鳥
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歴史歴史
第

回ごちそうのごちそうの

新連載か
ら
人
気
を
博
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、
こ
の
混
沌
た
る
焼
き
鳥
屋
台
と
は
対

照
的
に
鶏
の
正
肉
だ
け
を
扱
う
高
級
焼
き
鳥
店

も
誕
生
し
て
お
り
、
現
在
の
焼
き
鳥
屋
の
ス
タ

イ
ル
は
こ
の
頃
に
確
立
し
た
と
い
え
ま
す
。

焼
き
鳥
屋
台
は
肉
と
焼
き
台
さ
え
あ
れ
ば
営

業
で
き
る
た
め
、
戦
後
の
闇
市
で
は
多
く
の
焼

き
鳥
屋
台
が
人
々
の
お
腹
を
満
た
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
と
き
の
焼
き
鳥
は
明
治
初

期
と
同
じ
く
端
肉
や
内
臓
が
メ
イ
ン
で
し
た
。

鶏
の
正
肉
を
使
っ
た
焼
き
鳥
が
大
衆
食
と

な
っ
た
の
は
、
食
肉
専
用
の
鶏
・
ブ
ロ
イ
ラ
ー

が
ア
メ
リ
カ
か
ら
導
入
さ
れ
、
鶏
肉
が
安
価
で

身
近
な
存
在
に
な
っ
た
１
９
６
０
年
代
以
降
の

こ
と
。「
会
社
帰
り
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
駅
前

の
焼
き
鳥
屋
に
立
ち
寄
る
」
と
い
う
光
景
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
こ
の
頃
で
す
。

そ
の
後
、
焼
き
鳥
文
化
の
浸
透
に
伴
っ
て
消

費
者
の
志
向
も
変
化
し
、
店
側
の
意
識
も
変

わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
価
格
だ
け
で
は
な
く
、

地
鶏
や
銘
柄
鶏
、
肉
の
部
位
、
焼
き
方
な
ど
、

味
を
追
求
し
て
様
々
な
工
夫
を
凝
ら
す
よ
う
に

な
り
、
焼
き
鳥
文
化
は
よ
り
深
く
豊
か
な
も
の

へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

鶏
肉
を
使
わ
な
い
「
や
き
と
り
」

鶏
肉
を
使
わ
な
い
「
や
き
と
り
」

焼
き
鳥
は
シ
ン
プ
ル
だ
か
ら
こ
そ
多
様
性
も

秘
め
て
お
り
、
日
本
全
国
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史

や
食
文
化
に
根
付
い
た
「
ご
当
地
や
き
と
り
」
が

存
在
し
ま
す
。
た
と
え
ば
北
海
道
・
室
蘭
で
は
、

串
に
豚
肉
と
玉
ね
ぎ
を
交
互
に
刺
し
て
焼
き
、
洋

辛
子
を
付
け
て
食
べ
る
「
室
蘭
や
き
と
り
」。
山

形
県
・
寒
河
江
で
は
、
豚
の
内
臓
の
串
焼
き
を

サ
イ
ド
メ
ニ
ュ
ー
の
豚
足
煮
込
み
と
共
に
味
わ

う
「
寒
河
江
や
き
と
り
」。
埼
玉
県
・
東
松
山
で

は
、
串
焼
き
に
し
た
豚
の
頭
肉
に
唐
辛
子
入
り
の

味
噌
ダ
レ
を
つ
け
て
食
べ
る「
東
松
山
や
き
と
り
」

が
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
と
し
て
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
「
や
き
と
り
」
は
正
統
派
の
「
焼

き
鳥
」
に
慣
れ
親
し
ん
で
い
る
と
違
和
感
が
あ

り
ま
す
が
、
焼
き
鳥
の
具
材
が
鶏
、
牛
、
豚
の

内
臓
だ
っ
た
時
代
を
考
え
れ
ば
、
納
得
で
き
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
や
日
本
を
飛
び
越
え
て
「Y

akitori

」
と

呼
ば
れ
る
存
在
と
な
っ
た
焼
き
鳥
。
鶏
じ
ゃ
な

く
て
も
焼
き
鳥
と
い
え
る
懐
の
深
さ
も
、
そ
の

魅
力
の
ひ
と
つ
と
い
え
そ
う
で
す
。

★次回 5月号掲載となります。出典：農林水産省Web サイト「うちの郷土料理」

■日中戦争時の養豚奨励をきっかけに誕生した
「室蘭やきとり」

■皮、内臓、手羽先など、1羽の鶏を無駄なく使うの
も焼き鳥の特徴
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多
額
の
控
除
と
「
２
分
の
１
」

今
回
は
退
職
金
を
取
り
上
げ
よ
う
。
退

職
金
に
も
所
得
税
や
住
民
税
が
か
か
る
け
れ

ど
、
給
与
に
か
か
る
税
金
と
比
べ
、
退
職
金

に
か
か
る
税
金
は
極
め
て
少
な
く
抑
え
ら
れ

て
い
る
。
退
職
金
は
課
税
上
非
常
に
優
遇
さ

れ
て
い
る
ん
だ
。

　

税
率
が
低
く
な
っ
て
い
る
ん
で
す
か
？

特
別
に
低
い
税
率
が
設
定
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
、
結
果
と
し
て
、
税

率
が
低
く
な
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
ほ
か

に
も
優
遇
さ
れ
て
い
る
点
が
あ
る
。
ま
ず
、

税
金
の
計
算
上
、
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
る

ABA

控
除
額
、
す
な
わ
ち
退
職
所
得
控
除
が
か
な

り
多
く
設
定
さ
れ
て
い
る
ん
だ
。

　

退
職
所
得
控
除
額
は
ど
れ
く
ら
い
な
ん

で
す
か
。

表
に
計
算
式
と
具
体
的
な
金
額
を
示
し

た
よ
。
退
職
所
得
控
除
額
は
勤
続
年
数
に
応

じ
て
決
め
ら
れ
る
。
長
く
勤
務
す
る
ほ
ど
、

控
除
額
が
大
き
く
な
る
仕
組
み
だ
。

　

長
く
勤
め
て
い
れ
ば
退
職
金
が
多
く
な

る
か
ら
、
控
除
額
も
多
い
と
い
う
こ
と
で
す

か
。

そ
れ
は
そ
う
な
ん
だ
が
、
計
算
式
を
よ

く
み
る
と
、
勤
続
20
年
を
境
目
に
控
除
額
が

よ
り
増
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

BABA

か
る
。
す

な
わ
ち
、

勤
続
20
年

目
ま
で
は

１
年
に
つ

き
40
万
円

を
年
数
分

積
み
上
げ

た
額
が
控

除
額
に
な

る
。
こ
れ

に
対
し
21

年
目
以
降

は
１
年
当
た
り
の
増
加
額
は
70
万
円
に
な

る
。

　

勤
続
20
年
だ
と
「
40
万
円
×
20
年
」
で

８
０
０
万
円
、
そ
の
後
も
勤
務
を
続
け
て
い

れ
ば
、
毎
年
70
万
円
ず
つ
控
除
額
が
増
え

る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
40
年
勤
続
な
ら

２
２
０
０
万
円
で
20
年
勤
続
の
倍
以
上
に

な
っ
て
い
ま
す
ね
。

そ
う
、
20
年
を
境
に
、
年
数
に
比
例
し

BA

72

優遇される
退職金（前編）

図表■退職所得控除
〈計算式〉

〈勤続年数に応じた控除額〉

勤続 20 年以下 40 万円×勤続年数（最低 80 万円）
勤続 20 年超 800 万円＋ 70 万円×（勤続年数－ 20 年）

勤続年数 控除額
5 年 200 万円
10 年 400 万円
20 年 800 万円
30 年 1500 万円
40 年 2200 万円
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★ご質問はお気軽にお寄せください。　info@jaifa.or.jp

い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
給
与
よ
り
も
低

い
税
率
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

金
額
に
よ
っ
て
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は

な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
低
い
税
率
で
済
む

可
能
性
が
高
い
と
は
い
え
る
よ
。
給
与
の
場

合
は
、
そ
も
そ
も
控
除
額
―
―
給
与
所
得
控

除
―
―
も
退
職
金
に
比
べ
て
少
な
い
。
給
与

所
得
控
除
は
最
高
で
も
１
９
５
万
円
だ
。
だ

か
ら
、
か
り
に
年
収
２
５
０
０
万
円
で
も

１
９
５
万
円
し
か
引
け
な
い
。

　

退
職
金
な
ら
２
２
０
０
万
円
引
け
る
の

に
…
…
。

さ
ら
に
、
給
与
の
場
合
は
２
分
の

１
に
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
だ
か
ら
、

２
５
０
０
万
円
か
ら
１
９
５
万
円
を
引
い
た

２
３
０
５
万
円
が
課
税
対
象
金
額
と
な
る
。

　

退
職
金
の
１
５
０
万
円
と
は
大
違
い
で

す
ね
。そ

の
分
、
税
率
も
違
っ
て
く
る
か
ら
、

同
じ
金
額
の
給
与
と
退
職
金
で
は
、
税
額
は

大
き
く
違
っ
て
く
る
わ
け
だ
よ
。

（
次
号
に
続
き
ま
す
）

ABABA

た
以
上
に
増
え
る
と
い
う
こ
と
な
ん
だ
。

　

か
り
に
40
年
勤
務
し
て
退
職
金
が

２
２
０
０
万
円
以
下
で
あ
れ
ば
税
金
が
か
か

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

そ
の
と
お
り
だ
よ
。
も
し
、
２
２
０
０

万
円
を
超
え
て
い
た
ら
、
２
２
０
０
万
円
の

控
除
額
を
引
い
て
残
っ
た
金
額
が
課
税
対
象

に
な
る
わ
け
だ
が
、
さ
ら
に
こ
の
金
額
を
２

分
の
１
に
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま

り
、
２
２
０
０
万
円
を
引
い
た
後
の
金
額
の

半
分
が
税
額
計
算
の
ベ
ー
ス
に
な
る
。
こ

れ
が
２
つ
目
の
優
遇
だ
。
か
り
に
勤
続
40

年
、
退
職
金
の
支
給
額
が
２
５
０
０
万
円
な

ら
、
２
２
０
０
万
円
の
退
職
所
得
控
除
を
引

い
た
３
０
０
万
円
の
２
分
の
１
、
つ
ま
り

１
５
０
万
円
に
税
率
を
か
け
て
税
金
が
計
算

さ
れ
る
。

２
５
０
０
万
円
の
退
職
金
が
、
税
金
計

算
上
は
１
５
０
万
円
に
な
る
と
い
う
こ
と
で

す
か
。そ

う
い
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
ね
。

BABA

給
与
と
比
較
す
る
と
…
…

　

税
率
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

退
職
金
は
分
離
課
税
と
さ
れ
て
い
る
。

分
離
課
税
と
い
う
の
は
、
他
の
所
得
と
は
合

算
し
な
い
で
、
そ
の
所
得
だ
け
に
税
率
を
か

け
て
税
金
を
計
算
す
る
方
法
だ
。
他
の
ほ
と

ん
ど
の
所
得
―
―
給
与
所
得
も
含
め
て
―
―

は
、
総
合
課
税
と
い
っ
て
、
す
べ
て
の
所
得

を
合
算
し
て
税
金
を
計
算
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
所
得
税
の
税
率
は
ベ
ー
ス
に
な
る

課
税
所
得
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
税
率
が
高

く
な
る
超
過
累
進
税
率
な
の
で
、
分
離
課
税

の
場
合
は
、他
の
所
得
と
合
算
し
な
い
か
ら
、

低
い
税
率
で
済
む
可
能
性
が
高
い
。
た
と
え

ば
、
先
ほ
ど
の
例
で
２
分
の
１
し
た
後
の

１
５
０
万
円
に
対
す
る
税
率
は
５
％
だ
。
こ

れ
が
も
し
、
分
離
課
税
で
は
な
く
総
合
課
税

な
ら
、
給
与
所
得
な
ど
と
合
算
さ
れ
て
高
い

税
率
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

な
る
ほ
ど
。
ち
ょ
っ
と
よ
く
わ
か
ら
な

BAB
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
と
生
命
保
険
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
公
益
財
団
法
人
生
命
保
険

文
化
セ
ン
タ
ー
主
催
に
よ
る
第
58
回
中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
生
命
保
険

このコーナーは公益財団法人生命保険文化センターのご協力を得て作成されています。生命保険文化センターでは、
生命保険にまつわるさまざまな情報を発信していますので、ホームページをぜひご覧ください。▶▶▶▶ https://www.jili.or.jp/

220

母
の
思
い
と
学
資
準
備
の
た
め
の
保
険

青
森
県
板
柳
町
立
板
柳
中
学
校　

二
学
年　

成な
り
た田

侑う
き
ょ
う経

優
秀
賞

　

僕
の
母
は
、
高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
の
十
数
年
間
、
郵
便
局

で
働
い
て
い
た
よ
う
だ
が
、
僕
が
二
歳
の
時
に
、
憧
れ
の
職
業

に
就
き
た
い
と
い
う
夢
が
芽
生
え
た
そ
う
だ
。
そ
し
て
悩
ん
だ

結
果
、
職
場
を
退
職
し
、
そ
の
退
職
金
を
元
手
に
大
学
や
大
学

院
に
進
学
し
て
い
た
。
現
在
は
、
公
認
心
理
師
と
い
う
資
格
で
、

障
が
い
を
持
つ
子
ど
も
達
や
お
母
さ
ん
を
支
え
る
発
達
支
援
の

業
務
に
携
わ
っ
て
お
り
、
母
は
望
ん
で
い
た
仕
事
が
で
き
て
幸

せ
だ
と
、
よ
く
嬉
し
そ
う
に
話
し
て
い
る
。

　

今
回
僕
は
、
生
命
保
険
に
つ
い
て
の
知
識
が
な
い
の
で
「
ど
う

い
う
も
の
か
教
え
て
ほ
し
い
。」
と
母
に
尋
ね
る
と
、
母
は
僕
が
生

ま
れ
た
時
に
加
入
し
た
、
学
資
準
備
の
た
め
の
保
険
の
保
険
証
券

を
出
し
て
細
か
く
説
明
を
し
て
く
れ
た
。

「
こ
の
保
険
は
、
決
め
ら
れ
た
保
険
料
の
払
込
み
を
す
る
こ
と
で
、

将
来
必
要
と
な
る
教
育
資
金
を
計
画
的
に
積
み
立
て
て
一
時
金
や

満
期
保
険
金
と
し
て
受
け
取
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
か
ら
、
子
育

て
世
代
の
人
々
に
と
っ
て
は
と
て
も
大
切
な
保
険
な
の
。」

と
、
い
つ
も
は
ふ
ざ
け
た
話
ば
か
り
す
る
母
が
意
外
に
も
真
剣
な

表
情
で
話
し
て
く
れ
た
。

　

そ
し
て
僕
が
少
し
驚
い
た
の
は
、
保
険
料
の
払
込
免
除
と
い
う

制
度
に
つ
い
て
だ
。
保
険
料
を
支
払
う
〝
契
約
者
〞
を
父
と
設
定

し
た
場
合
、
父
に
万
が
一
の
出
来
事
、
例
え
ば
事
故
や
病
気
で
亡

く
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
が
起
き
た
時
は
、
そ
れ
以
降
の
保

険
料
の
払
込
み
を
一
切
し
な
く
て
も
、
学
資
準
備
の
た
め
の
保
険

の
満
期
保
険
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
も
の
だ
。

一
家
の
大
黒
柱
で
あ
る
父
に
、
も
し
も
の
こ
と
が
起
こ
っ
た
ら

…
…
。
確
か
に
考
え
て
み
る
と
、
日
々
の
生
活
費
も
大
変
に
な
る
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新刊のご案内

｢生命保険と税金の知識｣、「ライフプラン情報ブック」
の改訂版ができました！
小冊子の電子版を　　
Ａｍａｚｏｎで販売開始！
「生命保険と税金の知識」は生命
保険に関する税金について知っ
ておきたい事柄を、計算事例な
どを用いて解説した小冊子です。
今回の改訂では、所得税・相続
税・贈与税をより体系的に理解
できるよう解説を充実。また、
年末調整手続きの電子化について解説を追加しました。
「ライフプラン情報ブック」は、生活設計を立てる上で必要となる基本的な
考え方や参考情報をまとめた小冊子です。今回の改訂では、新型コロナ情
勢下でのテレワークに代表される、新しい時代の働き方などについて解説を
追加しました。
両冊子とも B5 判・60 ページ（オールカラー）１部 200 円 ( 税込・送料別 )

 「備えあれば保険あり」【'20 － '21年度版】を発行
上記の2冊子に加え、「ほけんのキホン」、「ねんきんガイド」、「介護保障ガ
イド」「医療保障ガイド」を専用のカバーケースに収納した「備えあれば保険
あり」を発行しました。
B5 判・小冊子 6 冊セット　1セット1,200 円 ( 税込・
送料別 )
お申込みは生命保険文化センターホームページ
(https://www.jili.or.jp/) でどうぞ。スマートフォン
からはQRコードのご利用が便利
です。
小冊子の電子版（Kindle 版）をご
希望の場合もホームページ（出版
物のご案内画面）からAmazon
ストアへのリンクをご利用くださ
い。

だ
ろ
う
し
、
保
険
料
の
払
込
み
だ
っ
て
難
し
く
な
る
か
も
し
れ
な

い
。
急
な
出
費
を
ま
か
な
う
た
め
の
〝
貯
蓄
〞
も
当
然
大
切
だ
が
、

学
資
準
備
の
た
め
の
保
険
に
加
入
し
て
教
育
資
金
を
着
実
に
準
備

し
て
い
く
こ
と
は
、
家
族
み
ん
な
の
〝
安
心
〞
に
も
つ
な
が
る
の

だ
と
、
僕
は
感
じ
た
。

　

そ
し
て
他
の
生
命
保
険
の
仕
組
み
に
つ
い
て
も
説
明
を
受
け
た

が
、
母
の
話
の
熱
量
か
ら
、
学
資
準
備
の
た
め
の
保
険
に
つ
い
て

は
少
し
重
要
度
が
異
な
る
よ
う
な
印
象
を
持
っ
た
。

　

母
は
母
子
家
庭
で
育
ち
、
経
済
的
な
ゆ
と
り
が
な
く
、
学
資
準

備
の
た
め
の
保
険
に
も
加
入
し
て
も
ら
え
て
い
な
か
っ
た
そ
う
だ
。

「
高
校
時
代
の
友
人
達
が
大
学
へ
進
学
す
る
中
、
就
職
す
る
選
択
肢

し
か
な
か
っ
た
悔
し
さ
や
無
念
さ
を
実
は
ず
っ
と
抱
え
て
生
き
て

い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。」
と
話
し
、
少
し
涙
ぐ
み
始
め
た
の
で
、

僕
は
正
直
困
惑
し
た
。

　

し
か
し
、
郵
便
局
員
と
な
っ
た
母
が
生
命
保
険
の
仕
組
み
に
触

れ
て
、
特
に
学
資
準
備
の
た
め
の
保
険
の
重
要
さ
を
理
解
し
て
か

ら
は
、
窓
口
に
訪
れ
る
小
さ
な
お
子
さ
ん
連
れ
の
方
や
妊
婦
の
お

客
さ
ん
に
対
し
て
、
そ
の
必
要
性
を
で
き
る
だ
け
わ
か
り
や
す
く

伝
え
続
け
た
。
契
約
が
決
ま
っ
た
お
客
さ
ん
や
、
満
期
を
迎
え
た

お
客
さ
ん
と
の
会
話
は
今
で
も
と
て
も
思
い
出
深
い
と
い
う
。

　

そ
う
し
て
母
は
い
つ
か
自
分
が
親
と
な
っ
た
時
、
子
ど
も
に
と
っ

て
将
来
の
夢
や
叶
え
た
い
目
標
を
経
済
的
に
も
精
神
的
に
も
全
力

で
応
援
で
き
る
状
態
で
い
た
い
、
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
僕
が

生
ま
れ
る
日
を
心
待
ち
に
し
て
、
学
資
準
備
の
た
め
の
保
険
に
加

入
し
た
ん
だ
よ
、
と
話
し
て
く
れ
た
。

　

母
か
ら
は
今
ま
で
聞
い
た
こ
と
が
な
い
様
々
な
話
を
聞
い
て
、

実
は
自
分
が
と
て
も
恵
ま
れ
た
環
境
に
生
ま
れ
育
っ
て
い
る
こ
と

に
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
僕
が
物
心
つ
い
た
時
か
ら

試
験
勉
強
や
研
究
に
追
わ
れ
て
、
泣
い
た
り
笑
っ
た
り
忙
し
か
っ

た
母
の
大
切
に
し
て
い
る
思
い
に
も
初
め
て
触
れ
た
よ
う
な
気
が

し
た
。

　

僕
に
は
現
在
、「
こ
れ
だ
」
と
思
え
る
明
確
な
夢
や
目
標
が
見
つ

か
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
僕
も
高
校
を
卒
業
す
る
頃
に
は
将
来
の

方
向
性
を
見
出
し
、
い
つ
か
母
の
よ
う
に
人
生
を
捧
げ
た
い
と
思

え
る
よ
う
な
職
業
に
出
会
え
た
ら
い
い
な
、
と
思
う
。
将
来
の
ビ

ジ
ョ
ン
が
無
い
僕
の
心
が
目
覚
め
た
そ
の
時
、
学
資
準
備
の
た
め

の
保
険
と
い
う
〝
安
心
〞
の
お
守
り
が
あ
る
こ
と
は
、
夢
へ
向
か

う
僕
の
背
中
を
押
し
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
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Q&A
社会保険

こ
の
４
月
か
ら
、
70
歳
ま
で
働
け
る
よ

う
に
す
る
こ
と
が
企
業
の
努
力
義
務

と
な
り
、
将
来
は
義
務
化
さ
れ
る
可
能
性
も
あ

る
と
の
こ
と
で
す
が
、
そ
う
な
る
と
年
金
の
支

給
開
始
も
70
歳
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

年
金
の
支
給
開
始
年
齢
が
70
歳
に
引
き

上
げ
ら
れ
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現

在
、
老
齢
厚
生
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
は
65
歳

へ
の
引
上
げ
が
行
わ
れ
て
い
る
最
中
で
、
当
面

は
さ
ら
な
る
引
上
げ
は
行
わ
れ
な
い
で
し
ょ

う
。
た
だ
し
、「
繰
下
げ
」
に
よ
り
70
歳
受
給

開
始
を
選
択
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

QA

年
金
支
給
は

年
金
支
給
は
6565
歳
か
ら

歳
か
ら

公
的
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
は
現
在
、
原
則

と
し
て
65
歳
で
す
。
こ
の
支
給
開
始
年
齢
が
引

き
上
げ
ら
れ
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
引
上

げ
に
向
け
て
の
具
体
的
な
議
論
も
あ
り
ま
せ

ん
。
も
ち
ろ
ん
、
将
来
の
こ
と
は
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
65
歳
支
給
開
始
は
変
わ

ら
な
い
と
考
え
て
い
い
で
し
ょ
う
。

と
い
う
の
は
、
支
給
開
始
年
齢
は
「
原
則
と

し
て
65
歳
」
と
書
き
ま
し
た
が
、
現
在
は
、
65

歳
へ
の
引
上
げ
の
途
中
に
あ
る
か
ら
で
す
。
老

齢
厚
生
年
金
は
か
つ
て
は
60
歳
か
ら
支
給
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
65
歳
支
給
開
始
に
変
更

す
る
こ
と
と
さ
れ
た
の
で
す
が
、
一
気
に
65
歳

支
給
開
始
に
す
る
と
い
ろ
い
ろ
と
影
響
が
大
き

い
た
め
、
段
階
的
に
年
月
を
か
け
て
少
し
ず
つ

（
１
歳
ず
つ
）
引
き
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
（
な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
は
も
と
も
と
65

歳
支
給
開
始
で
す
）。

そ
の
た
め
、
生
年
月
日
に
よ
っ
て
支
給
開
始

年
齢
が
異
な
り
、
い
ま
も
65
歳
前
か
ら
年
金
が

「70歳リタイア」時代と
社会保険（中編）

第 49 回

受
給
で
き
ま
す
。た
と
え
ば
、昨
年
60
歳
に
な
っ

た
１
９
６
０
年
生
ま
れ
の
男
性
は
64
歳
か
ら
受

給
で
き
ま
す
。
65
歳
支
給
開
始
と
な
る
の
は
男

性
の
場
合
、
１
９
６
１
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
の
人
で
す
。
女
性
は
、
１
９
６
６
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
が
65
歳
支
給
開
始
と
な

り
、
そ
れ
よ
り
前
に
生
ま
れ
た
人
は
65
歳
前
か

ら
受
給
で
き
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
支
給
開
始
年
齢
の
65
歳
へ
の
引

上
げ
が
ま
だ
済
ん
で
い
ま
せ
ん
。
完
全
に
65
歳

支
給
開
始
に
な
る
ま
で
は
ま
だ
少
し
時
間
が
か

か
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
さ
ら
に
支
給
開
始
年

齢
を
引
き
上
げ
る
議
論
は
具
体
化
し
に
く
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
繰
下
げ
」
で

「
繰
下
げ
」
で
7070
歳
受
給
開
始
も

歳
受
給
開
始
も

と
い
う
わ
け
で
当
面
65
歳
支
給
開
始
は
変
わ

ら
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
年
金
に
は
「
繰

下
げ
」
と
い
う
制
度
が
あ
り
、
こ
れ
を
利
用
す

れ
ば
70
歳
か
ら
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
原
則
65
歳
支
給
開
始
の
年
金
を
希

望
に
よ
り
66
歳
以
降
の
支
給
開
始
に
変
更
す
る
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選ばれる人になるために必要なこと

★ご質問はお気軽にお寄せください。　info@jaifa.or.jp

♥Profi le

桐生純子
（株）Feel Communication　代表取締役 
（コミュニケーションクリエーター）
富士銀行勤務を経て、米国プログラムの研修会社で
教育トレーナーを経験の後、起業。
オンラインを活用したセミナー・講演・研修を数多
く実施。コミュニケーショントレーニングの受講
者は全国規模で5万人を超える日本では数少ない
ヒューマンスキル分野で20年以上のエキスパート。
中でも女性の自立・起業支援の活動には情熱が高く
「自分を活かす」ことをテーマにした講演・セミナーは業種を超えて大好評。
日経BPコラムニスト、2児の母。
セミナー・講演イメージ→https://fcommu.net/

こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
在
は
最
大
で
70
歳
ま
で

支
給
開
始
年
齢
を
繰
り
下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
２
０
２
２
年
４
月
か
ら
は
75
歳
ま
で
の

繰
下
げ
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

支
給
開
始
年
齢
を
繰
り
下
げ
る
と
、
年
金
額

は
増
え
ま
す
。
増
加
率
は
、
繰
り
下
げ
た
月
数

ひ
と
月
に
つ
き
0.7
％
で
す
。
ず
い
ぶ
ん
小
さ
い

数
字
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
受
給
開
始

を
１
年
遅
く
す
れ
ば
8.4
％
（=
0.7
％
×
12
月
）

年
金
額
が
増
え
ま
す
。
５
年
繰
下
げ
て
70
歳
か

ら
受
給
す
れ
ば
、
42
％
（
＝
0.7
％
×
60
月
）
の

増
加
で
す
。
さ
ら
に
、
２
０
２
２
年
４
月
１
日

以
降
は
75
歳
ま
で
の
繰
下
げ
が
可
能
に
な
り
ま

す
か
ら
、
10
年
繰
下
げ
で
84
％
の
増
加
で
す
。

か
り
に
、
65
歳
に
受
給
を
開
始
し
た
場
合
の

年
金
額
が
月
額
20
万
円
と
す
れ
ば
、
70
歳
ま
で

待
て
ば
月
額
２
８
・
４
万
円
に
、
75
歳
ま
で
待

て
ば
３
６
・
８
万
円
に
増
え
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

65
歳
以
降
受
給
を
待
機
し
て
い
た
間
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
か
ら
、
何
年
間
受
給
で
き
る
か
（
何

歳
ま
で
生
き
る
か
）
に
よ
っ
て
、
累
計
の
受
給

額
が
多
く
な
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
そ
う
で
は

4月はなんとなくソワソワと「新しいスタート」を
意識させてくれますね。さて、このコーナーはた
くさんの読者の皆様に支えていただきながら、気
がつけば 100回を越えて成長させていただいて
おります。毎回4月号を執筆するときには、この
一年間はどんなテーマで皆様とコミュニケーショ
ンをとろうかをワクワクしながら考えます♪　そこ
で！　私たちは心のどこかで「幸せでありたい」
「豊かでありたい」「美しくありたい」と願ってい
ますし、それが叶うためには共通することがある
ように思います♥　たとえば、日頃から丁寧な生
活を心がけ、どこか気持ちに余裕を持ち続けて
いる人は、美しく見えますよね。ということで、こ
の一年間の大きなテーマを『自分を成長させるた
めのヒント』として、あなたがお仕事や出会いの
場で〝選ばれる
人″になるため
に知っていると
よい考え方や行
動の仕方につ
いてお伝えして
いくことにいたし
ますね♥

Profi le

武田祐介
社会保険労務士、
1 級ファイナン
シャル・プランニ
ング技能士
ファイナンシャル・
プランナーの教育
研修、教材作成、書籍編集の業務に長く
従事し、2008年独立。武田祐介社会保険
労務士事務所所長。生命保険各社で年金
や FP 受験対策の研修、セミナーの講師
を務めている。

公式HP https://www.offi  cetakeda.jp/

あ
っ
て
も
、
公
的
年
金
は
長
生
き
と
い
う
リ
ス

ク
に
備
え
た
保
険
で
あ
る
、
と
考
え
れ
ば
、
繰

下
げ
受
給
は
有
力
な
選
択
肢
と
い
え
ま
す
。
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心心心心の心心心心心心心心心心心心心心心心心ののののののののの
かけはし

ど
れ
だ
け
人
の
お
役
に
立
て
る
か
？

ど
れ
だ
け
人
の
お
役
に
立
て
る
か
？

こ
れ
を
や
り
続
け
、

こ
れ
を
や
り
続
け
、

こ
れ
を
追
求
し
続
け
る
と

こ
れ
を
追
求
し
続
け
る
と

道道
は
拓ひ

ら

け
る

人
生
の
成
功
と
は
、『
ワ
ク
ワ
ク
感
』
と
『
お
役
立
ち
の
精
神
』
を
掛
け
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

掛
け
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
そ
の
相
乗
効
果
は
大
き
く
、
周
り
も
自
分
も
幸
せ
に
な
り
、

成
功
す
る
と
考
え
て
い
る
と
い
う
西
村
さ
ん
。

3
年
前
に
稀
な
が
ん
を
経
験
さ
れ
て
か
ら
、
ま
す
ま
す
そ
の
想
い
を
強
く
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

人
生
80
年
の
内
訳

―
人
の
お
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
想
い
を

強
く
さ
れ
た
き
っ
か
け
は
あ
り
ま
す
か
？

西
村　

自
分
が
な
ぜ
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
き
た

の
か
、
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
た
時
期
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、人
生
80
年
と
考
え
た
場
合
、

ど
れ
だ
け
そ
の
期
間
に
人
の
お
役
に
立
て
た
か

と
い
う
こ
と
が
価
値
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
至
り
ま
し
た
。
前
職
は
従
業
員
の
多
い
企

業
に
勤
め
て
い
ま
し
た
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
い

ま
す
と
、
会
社
の
利
益
や
自
分
を
優
先
し
が
ち

な
側
面
が
強
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ラ
イ

フ
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
始
め
て
か
ら
は
、
自
分
と
い

う
よ
り
は
、
人
の
た
め
に
働
く
、
他
者
が
大
切

と
い
う
気
持
ち
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
お

客
様
の
い
ろ
い
ろ
な
ご
相
談
に
乗
ら
せ
て
い
た

だ
く
う
ち
に
、
そ
の
方
の
お
役
に
立
ち
た
い
と

純
粋
に
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
そ
れ

ら
の
想
い
を
行
動
に
移
し
つ
づ
け
た
結
果
、
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

―
転
職
を
さ
れ
た
き
っ
か
け
、
と
い
う
の

は
あ
り
ま
す
か
？

西
村　
前
職
時
代
に
、
定
年
で
退
職
さ
れ
た
上

司
に
偶
然
出
会
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、

現
役
時
代
よ
り
覇
気
が
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
そ
の
方
自
身
も
「
男
は
い
つ
ま

で
も
現
役
で
仕
事
を
し
て
い
な
い
と
ダ
メ
だ
な
」

西
に し む ら

村岳
た け お

雄さん
ソニ－生命保険株式会社　　　　　　　
千葉ライフプランナーセンター第五支社
1962 年 6月 19 日生まれ。
東京都文京区出身。2000
年 5月募集人登録、シニア
ライフプランナー。MDRT2
回、社内では社長賞 2回。
趣味：スキューバダイビン
グ、瞬読。家族：妻と息子
とミニチュアダックス。血
液型：A型。 Vol.112
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心の
かけはし

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
の
で
す
。
前
職
は
定
年

退
職
が
あ
り
、会
社
都
合
で
辞
め
る
し
か
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
生
命
保
険
会
社
は
、
各
社
定
年

は
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
を
越
え
て
も
続
け
る
こ

と
が
可
能
な
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
の
で
、
魅
力

を
感
じ
ま
し
た
。
た
だ
、
子
供
が
生
ま
れ
た
ば

か
り
で
し
た
の
で
、
妻
に
転
職
先
を
認
め
て
も

ら
う
ま
で
苦
労
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

―
業
界
に
対
す
る
先
入
観
は
あ
り
ま
し
た
か
？

西
村　

実
は
、
生
命
保
険
業
界
に
対
す
る
先
入

観
と
い
う
の
は
ま
っ
た
く
な
く
て
、
前
職
時
代

も
、
職
場
に
保
険
営
業
の
方
が
訪
問
さ
れ
て
い

る
の
を
自
然
に
受
け
と
め
て
い
ま
し
た
。
転
職
す

る
際
に
は
、
生
命
保
険
業
界
で
成
功
し
そ
う
な

予
感
も
し
て
い
た
の
で
す
。
入
社
し
て
か
ら
苦

労
は
そ
れ
な
り
に
し
て
き
ま
し
た
が
…
…
、
20

年
続
け
て
こ
れ
た
の
は
お
客
様
の
お
か
げ
で
す
。

―
生
命
保
険
営
業
を
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て

の
心
の
あ
り
方
を
教
え
て
く
だ
さ
い

西
村　
人
間
一
度
き
り
し
か
生
き
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、
そ
の
人
生
80
年
の
う

ち
、
最
初
の
20
年
ほ
ど
は
親
の
お
世
話
に
な
ら

な
い
と
生
き
て
い
け
な
い
、
最
後
の
20
年
ほ
ど

は
子
供
が
い
な
い
と
生
き
ら
れ
な
い
、
と
い
う

よ
う
に
考
え
た
場
合
、充
実
し
て
働
け
る
の
は
、

た
っ
た
の
40
年
ほ
ど
。
そ
の
時
間
を
大
切
に
一

生
懸
命
生
き
な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
の
で

す
。
そ
し
て
、
生
き
る
た
め
に
は
、
人
の
支
え

が
あ
っ
て
こ
そ
生
き
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
20

年
前
に
転
職
し
た
と
き
か
ら
積
み
重
ね
て
き
た

想
い
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
さ
ら
に
そ
の
想
い

が
強
く
な
っ
た
の
は
、
が
ん
に
罹
患
し
た
、
と

い
う
き
っ
か
け
か
ら
で
す
。

が
ん
に
罹
患
し
た
経
験
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ

―
が
ん
に
罹
患
さ
れ
た
の
は
い
つ
頃
で
す
か
？

西
村　

今
か
ら
３
年
前
の
こ
と
で
す
。
体
調
を

崩
し
て
病
院
に
行
っ
た
こ
と
か
ら
わ
か
り
ま
し

た
。腺せ

ん
よ
う
の
う
ほ
う

様
嚢
胞
が
ん
と
い
う
種
類
の
稀
な
が
ん
で
、

治
療
は
手
術
の
み
し
か
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
顔

面
を
深
く
切
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
わ

れ
、
わ
が
耳
を
疑
い
ま
し
た
。
し
か
も
セ
カ
ン
ド

オ
ピ
ニ
オ
ン
で
も
、
同
じ
回
答
で
し
た
。
そ
の
と

き
に
、
あ
る
医
師
よ
り
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
方
か

ら
食
事
療
法
を
勧
め
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
厳
格

に
実
践
し
ま
し
た
。
結
果
、
か
な
り
の
成
果
を
あ

げ
ま
し
て
、
放
射
線
治
療
の
力
は
借
り
ま
し
た
が

手
術
は
せ
ず
に
、
生
活
に
支
障
の
な
い
レ
ベ
ル
ま

で
回
復
し
て
き
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
、
食
事
療

法
も
だ
い
ぶ
緩
和
し
て
生
活
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

―
が
ん
に
な
っ
て
感
じ
た
こ
と
は
？

西
村　

が
ん
と
宣
告
さ
れ
る
こ
と
は
、
精
神
的

に
と
て
も
シ
ョ
ッ
ク
が
大
き
い
こ
と
で
す
。
自
分

は
、
手
術
と
い
う
手
段
は
と
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
多
く
の
方
は
、
手
術
や
放
射
線
治
療
な
ど

も
行
う
わ
け
で
す
。
体
に
相
当
負
担
の
か
か
る

状
態
で
、「
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！
」
と
言
わ
れ
る

こ
と
は
辛
い
こ
と
で
す
の
で
、
そ
ば
で
普
段
通
り

に
接
し
て
く
れ
る
の
が
一
番
な
の
で
す
。
同
じ

営
業
所
の
先
輩
た
ち
は
、
私
に
「
働
け
」
と
叱

咤
し
て
く
れ
ま
し
た
。
当
時
は
驚
き
ま
し
た
が
、

あ
と
か
ら
振
り
返
る
と
、
そ
れ
が
一
番
の
応
援

だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。「
お
客
様
が
待
っ
て

い
る
よ
」
と
い
う
言
葉
が
、
一
番
の
薬
で
し
た
。

―
が
ん
と
向
き
合
っ
た
こ
と
を
、
お
客
様

に
ど
の
よ
う
に
還
元
さ
れ
て
い
ま
す
か

西
村　

自
分
は
、
母
が
が
ん
で
小
学
校
か
ら
中
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心の
かけはし
心の
かけはし

学
く
ら
い
ま
で
病
床
に
つ
い
て
お
り
、
亡
く
し
て

い
る
と
い
う
経
験
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
自
分
の

が
ん
と
時
期
を
前
後
す
る
よ
う
に
お
客
様
で
が
ん

に
な
ら
れ
た
方
が
何
人
か
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
他

人
事
で
は
い
ら
れ
な
い
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た

ね
。
何
か
お
役
に
立
ち
た
く
て
、
一
緒
に
病
院
探

し
を
し
た
り
、
サ
ポ
ー
ト
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
が
ん
は
戦
っ
て
は
い
け
な
い
、
と
い
う
の

が
持
論
で
す
。
が
ん
を
受
け
入
れ
、
が
ん
と
共
に

生
き
て
い
く
と
い
う
の
が
大
切
な
の
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
経
験
や
サ
ポ
ー
ト
か
ら
、
が
ん

に
な
っ
た
と
い
う
方
に
は
、
自
分
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
中
で
、
で
き
る
か
ぎ
り
お
役
に
立
て
た
ら
と

思
い
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

―
が
ん
は
怖
い
ん
で
す
よ
、
と
い
う
よ
う

な
ニ
ー
ズ
喚
起
は
さ
れ
な
い
ん
で
す
ね

西
村　

が
ん
に
な
っ
て
か
ら
成
績
が
上
が
っ

て
い
る
、
と
い
う
の
は
実
際
に
は
あ
り
ま
す

が
、
自
分
の
が
ん
の
体
験
を
話
材
に
営
業
を
す

る
と
い
う
こ
と
は
い
っ
さ
い
し
て
い
ま
せ
ん
。

解
決
策
と
し
て
の
保
険
セ
ー
ル
ス
と
い
う
方
法

が
お
客
様
の
気
持
ち
を
離
れ
さ
せ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
解
決
策
は
保
険
セ
ー

ル
ス
側
の
提
案
の
中
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
客

様
の
中
に
あ
る
の
で
す
。
実
際
に
が
ん
に
な
っ

た
と
き
に
、
が
ん
患
者
様
の
ご
家
族
が
ど
れ
ほ

ど
大
変
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
お
客
様
ご
自

身
に
気
づ
い
て
い
た
だ
く
こ
と
を
重
視
し
て
い

ま
す
。
そ
う
し
て
い
た
だ
か
な
い
と
、
保
険

の
本
当
の
必
要
性
は
出
て
き
ま
せ
ん
し
、
い

ざ
、
自
分
が
ピ
ン
チ
の
と
き
に
保
険
が
役
に
立

た
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
よ
り

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を

―
提
案
型
の
保
険
セ
ー
ル
ス
に
一
石
を
投

じ
そ
う
で
す

西
村　

ヒ
ア
リ
ン
グ
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
違

い
っ
て
わ
か
り
ま
す
か
？　

ヒ
ア
リ
ン
グ
は
、
今

の
生
命
保
険
業
界
で
主
流
だ
と
思
い
ま
す
。
お
客

様
か
ら
お
伺
い
し
た
い
情
報
を
お
聞
き
し
て
、
解

決
策
を
ご
提
案
す
る
と
い
う
方
法
で
す
。対
し
て
、

私
が
目
指
す
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
ベ
ー
ス
に
し
た

営
業
は
、
人
の
「
こ
う
な
り
た
く
な
い
」「
こ
う

あ
り
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
を
重
視
し
ま
す
。
人

は
、
自
分
の
中
に
答
え
を
持
ち
、
自
分
で
決
め
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
そ
れ
に
気
づ
い
て

い
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
の
中
で
一
つ
ひ
と
つ
考
え
を
丁
寧
に
す
く
い
あ

げ
て
い
く
こ
と
で
、
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
だ
き
、

最
終
的
に
は
ご
自
身
で
決
め
て
い
た
だ
く
。
そ
う

い
う
流
れ
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
私
は
、
お
客

様
自
身
が
た
ど
り
着
い
た
結
論
が
、
私
か
ら
保
険

加
入
は
し
な
い
、
今
の
ま
ま
で
い
い
、
だ
っ
た
と

し
て
も
そ
れ
で
ご
自
身
が
納
得
さ
れ
て
い
る
な
ら

そ
れ
で
い
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
を
す
る
と
い
う
想
い
で
お
客
様
と
接
す
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
、紹
介
が
か
な
り
増
え
ま
し
た
し
、

成
約
率
も
あ
が
り
ま
し
た
。

―
成
約
率
が
下
が
り
そ
う
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
意
外
で
す

西
村　

自
分
の
中
で
相
手
が
納
得
さ
れ
て
い
る

な
ら
い
い
、
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
部
分
が
大

き
い
の
で
し
ょ
う
か
、
堂
々
と
必
要
な
こ
と
を
伝

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
ね
。
き
ち
ん
と

話
せ
ば
お
客
様
に
も
受
け
取
っ
て
も
ら
え
る
と
思

う
の
で
す
。
資
産
形
成
だ
け
で
な
く
、
保
険
が
な

け
れ
ば
困
り
ま
す
よ
ね
？　

と
お
伝
え
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
人
生
に
お
い
て
は
こ
の
２
つ
が
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Interviewer
応援メッセージ

心の
かけはし
心の
かけはし

あ
っ
て
本
当
に
安
心
な
の
で
す
、
そ
れ
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
と
伝
え
た
う
え
で
、
こ
れ
か
ら
の
人
生

を
具
体
的
に
描
い
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
実
現
さ

せ
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で

イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
つ
な
が
り
を
大
切
に

―
印
象
的
な
お
客
様
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
か
？

西
村　

入
社
を
し
た
こ
ろ
か
ら
お
付
き
合
い
し

て
い
る
ご
夫
婦
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
５
年
ほ
ど

前
に
、
ご
主
人
が
が
ん
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
奥
様

と
一
緒
に
12
〜
13
の
医
療
機
関
な
ど
に
セ
カ
ン
ド

オ
ピ
ニ
オ
ン
で
回
り
ま
し
た
が
、
か
な
わ
ず
、
ご

主
人
は
亡
く
な
り
ま
し
た
。
奥
様
と
は
い
ま
だ
に

交
流
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
当
時
は

専
業
主
婦
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
資
格
を

お
取
り
に
な
り
、
お
仕
事
も
さ
れ
て
い
ま
す
。
生

活
に
前
向
き
な
姿
に
元
気
を
い
た
だ
き
ま
す
。

―
ご
縁
を
大
切
に
さ
れ
て
い
る
様
子
が
伝

わ
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｆ
Ａ
の
活
動
も
大

切
に
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
ね

西
村

生
命
保
険
の
仕
事
と
い
う
の
は
、
ど
の

よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
は
、
ほ
か
の
人
に

同
行
し
な
い
と
わ
か
り
ま
せ
ん
。社
内
で
も
で
す
。

ま
た
、
会
社
と
し
て
も
、
他
社
と
交
流
し
な
い
と
、

ど
う
い
う
想
い
で
活
動
を
さ
れ
て
い
る
の
か
、
と

い
う
情
報
交
換
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
観

点
か
ら
、
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｆ
Ａ
の
交
流
を
通
じ
て
、
業
界

へ
の
見
聞
を
深
め
、
お
互
い
に
還
元
で
き
る
よ
う

に
と
い
う
想
い
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

―
ス
ラ
ン
プ
に
陥
っ
た
と
き
に
も
大
切
な

つ
な
が
り
が
活
き
そ
う
で
す

西
村　

活
動
の
足
が
止
ま
る
と
メ
ン
タ
ル
面
で

も
落
ち
ま
す
か
ら
、
ど
ん
な
に
小
さ
な
用
事
で
も

ア
ポ
イ
ン
ト
を
取
っ
て
出
向
く
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
会
社
の
方
針
で
『
年
一
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
』
と
い
う
の
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
の
一
環
と

し
て
年
に
一
回
連
絡
を
差
し
上
げ
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
毎
年
一
回
、
お
客
様
へ
独
自
の
往
復
は

が
き
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
か
な
り
ご
返
信
が

あ
る
の
で
、
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
の
一
環
と
し
て

続
け
て
い
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
の
面
談
も
誰
よ
り

も
行
っ
て
い
る
自
信
は
あ
り
ま
す
が
、
や
っ
ぱ
り

面
談
に
来
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
あ
る
こ
と
が

　

生
き
て
い
る
意
味
を
考
え
ら
れ
た
う

え
で
、
お
客
様
の
お
役
に
立
っ
て
こ
そ
、

自
分
に
価
値
が
あ
る
と
い
う
結
論
に
達

さ
れ
た
西
村
さ
ん
の
お
話
は
、
心
に
響

く
法
話
を
伺
っ
て
い
る
よ
う
な
名
言
に

あ
ふ
れ
た
ひ
と
と
き
で
し
た
。
お
客
様

と
の
二
人
三
脚
な
様
子
が
随
所
に
み
ら

れ
る
西
村
さ
ん
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況

で
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
よ
り
も
「
実
際
に

訪
問
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
ご
要
望

が
多
い
そ
う
。
こ
れ
か
ら
も
頼
り
に
な

る
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、
お
客

様
と
の
信
頼
関
係
を
築
き
、
お
元
気
に

伴
走
さ
れ
て
く
だ
さ
い
！

多
く
、
こ
の
よ
う
な
状
況
だ
け
に
、
お
客
様
か
ら

信
頼
い
た
だ
い
て
い
る
証
と
た
だ
た
だ
、
あ
り
が

た
く
受
け
止
め
て
い
ま
す
。
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金
の
資
格
を
得
た
人
に
、「
国
民
年
金
手
帳
」

が
交
付
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

当
初
は
、
厚
生
年
金
に
も
被
保
険
者
証
が

あ
り
、
国
民
年
金
と
は
別
に
な
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
１
９
７
４
年
（
昭
和
49
年
）
11
月
、

「
年
金
手
帳
」
に
一
元
化
さ
れ
ま
し
た
。
以
後

１
９
９
６
年
（
平
成
８
年
）
ま
で
に
資
格
を
得

た
方
は
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
表
紙
の
年
金
手
帳
を

持
っ
て
い
ま
す
。　

１
９
９
７
年
（
平
成
９
年
）
に
は
、
国
民
年

金
と
厚
生
年
金
共
通
で
用
い
る
「
基
礎
年
金
番

号
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
降
に
資
格

を
得
た
方
は
、
青
色
の
表
紙
の
年
金
手
帳
を

持
っ
て
い
ま
す
。

年
金
手
帳
は
、
一
人
ひ
と
り
の
年
金
番
号
を

通
知
す
る
と
と
も
に
、
加
入
や
脱
退
の
記
録
を

つ
け
る
た
め
の
も
の
で
す
。
退
職
や
結
婚
な
ど

で
、
年
金
の
種
別
が
変
更
に
な
っ
た
際
も
記
録

さ
れ
ま
す
。

し
か
し
近
年
は
、
そ
う
し
た
加
入
や
脱
退
、

変
更
の
記
録
は
す
べ
て
シ
ス
テ
ム
で
管
理
し
て

い
ま
す
。
そ
の
シ
ス
テ
ム
上
で
用
い
ら
れ
て
い

る
の
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
で
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
行
政
の
効
率
化
を
は
か
る
た

め
に
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
年
金
の
管
理

も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
年
金
の
手
続
き
に
は
、前
述
の
「
基

礎
年
金
番
号
」
が
必
要
で
し
た
。
し
か
し
今
で

は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
用
い
た
手
続
き
に
変
わ
っ

た
た
め
、
基
礎
年
金
番
号
で
個
人
を
識
別
す
る

必
要
が
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
年

金
手
帳
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

２
０
２
２
年
４
月
以
降
は
、
年
金
手
帳
が
交

付
さ
れ
な
く
な
る
代
わ
り
に
、
一
人
ひ
と
り
へ

「
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
」
が
送
ら
れ
て
く
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
基
礎
年
金
番
号
を
証
明
す

る
必
要
が
あ
る
場
面
で
は
、
こ
の
通
知
書
を
提

示
す
れ
ば
い
い
と
い
う
わ
け
で
す
。

一
方
、す
で
に
年
金
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
、

引
き
続
き
基
礎
年
金
番
号
を
証
明
す
る
書
類
と

し
て
手
帳
を
利
用
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
紛
失

し
た
場
合
は
再
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

年
金
手
帳
か
ら
シ
ス
テ
ム
へ
。
管
理
の
方
法

は
変
わ
っ
て
も
、
年
金
記
録
の
大
切
さ
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
も
、
正
し
く
記
録
さ
れ

て
い
る
か
、
確
認
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

お金にまつわるお金にまつわるエトセトラ

思わ
ず伝えたくなる！

年金手帳が廃止へ…
今後はどう管理される？

第　　　 回121

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て

変
わ
る
年
金
手
続
き

変
わ
る
年
金
手
続
き

20
歳
に
な
る
と
誰
も
が
手
に
す
る
年
金
手

帳
。
こ
れ
が
２
０
２
２
年
（
令
和
４
年
）
４
月

か
ら
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

国
民
年
金
の
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は

１
９
６
１
年
（
昭
和
36
年
）
の
こ
と
。
国
民
年

18



ブロック・地方協会からのボランティア・公益事業活動レポートブロック・地方協会からのボランティア・公益事業活動レポート公益事業活動レポート公益事業活動レポート公益事業活動レポート

JAIFAと繋がった仲間と協力し、JAIFAと繋がった仲間と協力し、
地域貢献活動を今後も続けていきたい地域貢献活動を今後も続けていきたい

私たちの主な活動として、タオル２０００本
運動による老人施設へのタオル寄贈及びチャ
リティ・クリスマスパーティへの招待（社協・
児童養護施設（３施設）のほかに、老人花園
菜園収穫祭への参加と寄付、各セミナーの開
催等を行っています。
今後はさらに、函館市社会福祉協議会の取組
みと JAIFA 函館協会の活動について情報交
換、連携をしていき、函館協会としてさらに
サポート活動を拡大できると思います。これ
からも函館協会が一体となり社会貢献活動の
幅を広げ、新たに地域、老人・児童施設への
イベント参加協力を積極的に行っていきたい
です。

コロナ禍でコロナ禍で
クリスマスパーティが中止にクリスマスパーティが中止に

函館協会は、毎年 12 月にチャリティ・クリ
スマスパーティを開催していました。
このクリスマスパーティに合わせ、11 月よ
り各社幹事と会員が連携してタオルを集め、
１施設 50 本を各老人介護施設へ寄贈し、ク
リスマスパーティの贈呈式にて、函館市社会
福祉協議会、児童養護施設（３施設）へ寄付
を行う予定でした。
ですが、2020 年はコロナ渦により残念なが
らクリスマスパーティを中止としたため、函
館市社会福祉協議会を通じて贈呈を行うこと
になりました。タオル 2000 本運動は各社代
表が各施設へ、寄付金は会長・会計長が函館
市社会福祉協議会にて寄贈となりました。

函館市社会福祉協議会に
タオルを寄贈しました
函館協会　会長　亀田谷 千秋

Vol.37

※函館新聞にも取り上げられました。
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　ある日、突然はじまる親の介護は、介護をする側にとっては、精神的、経済的負担がのしかかり、
日常生活にも大きな影響を及ぼします。高齢化社会の現在、介護は身近に起こりつつあり、

けっして他人事ではありません。突然介護がはじまった際に慌てないよう、
今から介護の実態を把握し、理解を深めておきたいですね。

今回は、介護の一番の原因ともいえる「認知症介護」についてご紹介します。

認知症介護の実態
他人事ではない !?

お役立ち情報

人
生
１
０
０
年
時
代
が
現
実
の
も
の
と
な
り

つ
つ
あ
る
現
在
、
高
齢
化
が
す
す
め
ば
す
す
む

ほ
ど
発
症
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
と
い
わ
れ
て
い

る
病
気
が
認
知
症
で
す
。

そ
の
原
因
は
ま
だ
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い

と
こ
ろ
も
多
々
あ
り
、
多
く
の
人
に
と
っ
て

は
、「
記
憶
が
な
く
な
る
病
気
」「
誰
も
が
な
る

可
能
性
が
あ
る
病
気
」
と
い
っ
た
漠
然
と
し
た

イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し
て
い
る
状
況
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

要
介
護
と
な
る
原
因
の
1
位
は

「
認
知
症
」
！

厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
要
介
護
が

必
要
と
な
っ
た
主
な
原
因
の
第
1
位
は
認
知
症

（
１
７
・
６
％
）
で
す
。

ま
た
、
同
割
合
に
つ
い
て
、
男
女
別
に
み
た

場
合
、
女
性
は
１
9
・
５
％
で
約
5
人
に
1
人
、

男
性
が
１
3
・
８
％
で
約
7
人
に
1
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。

認
知
症
の
患
者
数
は
、
２
０
６
０
年
に
は
約

８
５
０
万
人
と
な
り
、
現
在
の
お
よ
そ
1.4
倍
に

増
加
す
る
と
も
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

＜男女別の原因（上位5位）＞
男性 女性

1位 脳血管疾患（脳卒中）
26.0%

認知症
19.5%

2位
認知症
13.8%

骨折・転倒
16.1%

3位 高齢による衰弱
10.7%

関節疾患
14.1%

4位 心疾患（心臓病）
6.0%

高齢による衰弱
13.9%

5位 骨折・転倒
5.5%

脳血管疾患（脳卒中）
11.0%

厚生労働省「2019年 国民生活基礎調査の概況」

％単位

17.6

16.1

脳血管疾患
（脳卒中）

17.9

その他

高齢による衰弱

心疾患
（心臓病）

悪性新生物
（がん） 2.6

糖尿病 2.5

12.8
12.5

骨折・転倒

10.8

4.5
呼吸器疾患

2.7

認知症

関節疾患

要介護が必要となった主な原因
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一
番
の
悩
み
は
自
由
に
動
け
な
い
こ
と

認
知
症
介
護
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
介
護
者

が
負
担
に
感
じ
る
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で

し
ょ
う
か
。

エ
フ
ピ
ー
教
育
出
版
に
よ
る
「
令
和
3
年
認

知
症
介
護
に
関
す
る
調
査
」
に
よ
る
と
、
実
際

の
介
護
で
感
じ
た
「
困
る
こ
と
・
負
担
に
感
じ

る
こ
と
」
で
は
、
半
数
以
上
の
人
が
「
家
を
留

守
に
で
き
ず
、
自
由
に
行
動
で
き
な
い
／
で
き

な
か
っ
た（
５
６
・０
％
）」と
回
答
し
て
い
ま
す
。

認
知
症
の
場
合
、
身
体
機
能
に
は
問
題
の
な

い
場
合
も
多
く
、
ち
ょ
っ
と
目
を
離
し
た
す
き

に
外
に
で
て
し
ま
い
、行
方
不
明（
徘
徊
）に
な
っ

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
し
ま
う

こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

公
的
介
護
保
険
で
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
で

は
、お
よ
そ
3
人
に
2
人
が
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」、

お
よ
そ
4
人
に
1
人
が「
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
」「
福

祉
用
具
の
貸
与
・
購
入
」「
訪
問
介
護
」
を
利
用

し
て
い
ま
す
。

介
護
に
携
わ
る
た
め
に
は
、
ご
家
族
の
ケ
ア

も
必
要
で
す
が
、
悩
み
を
た
め
こ
み
、
必
要
以

上
に
思
い
つ
め
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
介
護
の

プ
ロ
と
の
役
割
分
担
を
す
る
こ
と
も
介
護
者
の

負
担
軽
減
に
役
立
ち
ま
す
。

エフピー教育出版「令和3年 認知症介護に関する調査」注：複数回答

％単位60

50

40

30

20

10

0

31.6

家を留守に
できず、自由に
行動できない／
できなかった

十分な睡眠を
とることが
できない／
できなかった

自分が行っている
介護方法に

自信がもてない／
もてなかった

お金を盗まれた
などの発言により
要介護者から
責められる／
責められた

介護に協力して
くれる人が
いない／
いなかった

行方不明になる
ことが多い／
多かった

要介護者が
自分を認識して
くれない／

してくれなかった

56.0

20.4
16.2 13.2 12.0

5.6

％単位

エフピー教育出版「令和3年 認知症介護に関する調査」注：複数回答

0 10 20 30 40 50 60 70

デイサービス

ショートステイ

福祉用具の貸与・購入

訪問介護

訪問看護

通所リハビリテーション

訪問入浴介護

62.0

17.4
13.8
12.0

26.8
26.2
25.0

介護で困ることや負担に感じること

よく利用する公的介護サービス
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％単位

エフピー教育出版「令和3年 認知症介護に関する調査」

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

診断結果を伝え、
今後の生活について話し合った

診断結果は伝えたが、
今後の生活については
話し合わなかった

診断結果を伝えなかった わからない／
忘れた

43.5 21.4 29.9 5.2

20 30 40

本人に伝えた64.9％

％単位

エフピー教育出版「令和3年 認知症介護に関する調査」

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

伝えて、見守りや声かけなどの
協力をお願いしている

隠すつもりはないが、
あえて伝える

必要性を感じない
伝えているが、特に何かを
お願いしたりはしていない

あまり
知られたく
ないので

伝えていない
その他

28.9 30.5 29.9 8.1 2.62.6

0 10 20 30

協力を依頼する28.9％
50 60 70 80

協力を依頼しない68.5％

一
人
で
抱
え
こ
ま
な
い
た
め
に

認
知
症
の
診
断
結
果
に
つ
い
て
は
、「
本

人
に
伝
え
た
」
が
お
よ
そ
3
分
の
2
、「
伝

え
な
か
っ
た
」
が
お
よ
そ
3
分
の
1
で
し

た
。た

だ
し
、
本
人
に
伝
え
た
も
の
の
、
今
後

の
生
活
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
ケ
ー
ス
も
約
2
割
あ
り
、
結
果
を
ど

の
よ
う
に
受
け
止
め
る
か
に
つ
い
て
、
診
断

を
受
け
た
本
人
だ
け
で
な
く
、
周
り
の
家
族

に
と
っ
て
も
難
し
い
問
題
で
あ
る
こ
と
が
感

じ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
近
所
や
職
場
な
ど
、
周
囲
の
人
に

状
況
を
伝
え
て
協
力
を
依
頼
す
る
と
回
答
し

た
人
は
3
割
弱
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

認
知
症
は
「
も
の
忘
れ
の
病
気
」
と
い
う

印
象
か
ら
、
要
介
護
者
の
尊
厳
を
守
る
た
め

に
「
な
る
べ
く
知
ら
れ
た
く
な
い
」
と
い
っ

た
意
識
を
持
つ
こ
と
も
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
介
護
者
の
負
担
を
な
る
べ
く
軽
く
す
る

認知症の診断結果を本人に伝えたか？

近所の人や職場への協力依頼



※記事は2021 年3 月17 日時点のものになります。
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た
め
に
も
、
周
囲
へ
の
協
力
依
頼
を
心
掛
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

厚
生
労
働
省
で
は
、２
０
２
５
年
を
目
途
に
、

高
齢
者
の
尊
厳
の
保
持
と
自
立
生
活
の
支
援
の

目
的
の
も
と
で
、
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地

域
で
、
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生
の
最
期
ま

で
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
包
括

的
な
支
援
・
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
（
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
）の
構
築
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、
保
険
者
で
あ

る
市
町
村
や
都
道
府
県
が
、
地
域
の
自
主
性
や
主

体
性
に
基
づ
い
て
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
て
作
り

上
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

も
し
、
介
護
で
困
っ
た
場
合
は
、
ま
ず
は
、

市
区
町
村
の
介
護
保
険
の
担
当
窓
口
や
お
住
ま

い
の
地
域
に
あ
る「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

に
相
談
し
て
み
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
別
に
全
国
で
設
置

さ
れ
て
お
り
、
何
を
相
談
し
た
ら
良
い
か
が
わ

か
ら
な
い
と
き
で
も
相
談
に
の
っ
て
も
ら
え
る

こ
と
が
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

認
知
症
介
護
を
め
ぐ
る
実
態
に
つ
い
て
、
ほ

ん
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
介
護
を
さ

れ
て
い
る
方
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
苦
労
を
さ

れ
て
い
る
か
を
知
る
こ
と
で
、
自
分
は
今
後
ど

の
よ
う
な
準
備
を
す
れ
ば
よ
い
か
、
ま
た
、
周

囲
の
人
は
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
け
ば
よ
い

か
に
つ
い
て
も
気
づ
く
き
っ
か
け
に
な
る
で

し
ょ
う
。参 考

文 献

詳細は、2021年4月12日発刊予定の
「認知症と認知症介護データ&ガイド」
（株式会社セールス手帖社保険FPS研究所発刊）
をご覧ください。
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　家族・親族等以外で最初に相談した先は、「地域包括支援センター（24.0％）」や「かかりつけ医

（22.0％）」「介護サービスのスタッフ（19.8％）」です。　家族が認知症かもと思ってから初めて外部（地域包括支援センターなど）に相談するまでに要した

期間は、「半年以上」かかった人が3割以上を占めています。気づいた時点での「まさか」という思

いや否定したい気持ちなどにより、どうしたらよいかがわからないまま時間だけが過ぎてしまったと

いうこともあるでしょう。

最初の相談までにかかった時間は半年以上が3割！

家族・親族等以外で最初に相談した先は？

data 3

％単位

エフピー教育出版「令和3年 認知症介護に関する調査」

24.0

病院・診療所のもの忘れ外来など

誰にも相談しなかった（相談先がわからなかった場合を含む）
その他 2.8

注：その他は、民生委員、　   電話相談窓口、ボランティア団体等。

地域包括支援センター（在宅介護支援センター）

22.0

かかりつけ医

19.8

12.6

11.2

7.6

介護サービスのスタッフ（ケアマネジャー、ホームヘルパー等）

市区町村役場

認知症かもと思い始めてから最初の相談先に行くまでにかかった期間は？

data 4

％単位

エフピー教育出版「令和3年 認知症介護に関する調査」

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

1ヵ月未満
1～3ヵ月未満

3～6ヵ月未満 6ヵ月～1年
未満

1～2年
未満 2年以上19.0

26.2
13.2

24.0
7.4 10.2

半年以上30.8 ％

　地域包括支援センターは、地域別に全国で設置されており、何を相談したら良いかがわからないときでも

相談にのってもらえることが最大のメリットです。

● ワンポイント ●

あれ！認知症かも？と思ったとき
3

　家族が認知症ではないかと気づいたきっかけとして、「同じことを何度も言ったり、聞いたりする

ようになった」と回答した人が約半数、「置き忘れ、しまい忘れが多くなった」や「お金の管理がで

きなくなった」と回答した人が、それぞれ3割以上となっています。
　ちょっとしたことが思い出せないといった「もの忘れ」も、加齢によるものと認知症によるもので

はその内容が異なります。この違いを見極めることが、認知症の早期発見にも役立ちます。

加齢によるもの忘れ
認知症によるもの忘れ

体験したこと 一部を忘れる
例）朝ごはんのメニュー すべてを忘れている例）朝ごはんを食べたこと自体

もの忘れの自覚
ある

ない探し物に対して （自分で）努力して見つけようとする 誰かが盗ったなどと、他人のせいにすることがある
日常生活への支障

ない
ある症状の進行 極めて徐々にしか進行しない

進行する
政府広報オンライン「『認知症』ってどんな病気？」をもとに作成

日常のちょっとした気づきがきっかけに

家族が認知症ではないかと気づいた瞬間は？

data 1

％単位

エフピー教育出版「令和3年 認知症介護に関する調査」

注：複数回答から上位項目を抜粋。

0 10 20 30 40 50 60

同じことを何度も言ったり、聞いたりするようになった
置き忘れ、しまい忘れが多くなった

お金の管理ができなくなった
感情の起伏がはげしくなった

人や物の名前が出てこなくなった

言葉の意味が分からず、会話がうまくできなくなった

時間がわからなくなった

55.4

29.2

37.2
33.8

23.0
23.0

20.0

「加齢によるもの忘れ」と「認知症によるもの忘れ」の違い

data 2

　早めに医師などに相談し、治療や生活習慣の改善などの対策を行うことで認知症の発症を予防したり、進

行を遅らせられたりする可能性があります。

● ワンポイント ●

3

2

　家族・親族等以外で最初に相談した先は、「地域包括支援センター（24.0％）」や「かかりつけ医

（22.0％）」「介護サービスのスタッフ（19.8％）」です。　家族が認知症かもと思ってから初めて外部（地域包括支援センターなど）に相談するまでに要した

期間は、「半年以上」かかった人が3割以上を占めています。気づいた時点での「まさか」という思

いや否定したい気持ちなどにより、どうしたらよいかがわからないまま時間だけが過ぎてしまったと

いうこともあるでしょう。

　ちょっとしたことが思い出せないといった「もの忘れ」も、加齢によるものと認知症によるもので

はその内容が異なります。この違いを見極めることが、認知症の早期発見にも役立ちます。家族が認知症ではないかと気づいた瞬間は？

data 1

同じことを何度も言ったり、聞いたりするようになった

　認知症介護をしている
方に、介護を始めること

になった主なきっかけに
ついて尋ねたところ、「認

知症が原因」と「当初は
別の原因であったが、そ

の後認知症を発症」がほ
ぼ半々となっています。

こ

れは、比較的高齢になっ
てから認知症を発症した

ケースが多いためとみら
れます。

　介護期間の平均は約5
年8ヵ月で、6人に1人の

割合で10年以上の長期に
わたり介護を続けている

ケースもあります。

介護期間は5年以上

介護を始めることになっ
た主なきっかけは？

data 3 ％単位

エフピー教育出版「令和
3年 認知症介護に関する

調査」

53.2当初は別の原因であった
が、

その後認知症を発症

認知症が原因

46.8

介護期間は平均5年8ヵ月
！

data 4 ％単位

エフピー教育出版「令和
3年 認知症介護に関する

調査」

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

3年～5年未満3年未満
5年～7年未満

7年～10年
未満

10年以上

26.8 23.0 20.4 13.2 16.6
平均

約5年8カ月

6人に1人は10 年以上

　65歳未満が対象となる
若年性の有病率は、18～

64歳人口10万人あたり
で50.9人となり、若年性

認知症者の総数は、3.5
7万人と推計されていま

す。発症時に就労してい
た人で現在も就労してい

る人

の割合は約10.5％、退職
した人は64.9％となって

います。その結果世帯収
入が減少した人が57.4％

と半数を超えています（
地方独立法人東京都健康

長寿医療センター「わが
国における若年性認知症

有

病率・生活実態調査把握
」に関する調査研究報告

書（2017～2019年度
））。

＋プラスワン

認知症介護のはじまり4

　認知症の介護を在宅で
行っている割合は、およ

そ3人に2人です。また半
数以上が介護者の自宅が

介護の場所となっていま
す。グループホーム等の

施設での介護はおよそ４
分の１で、病院での介護

も

含めると約3割となって
います。

　認知症を発症した時期
を年齢別にみると、80歳

代がおよそ半数を占めて
います。一方、割合とし

ては少ないですが、65歳
未満の若年性認知症も3

.9％となっています。

3人に2人は在宅介護

介護の場所data 1 ％単位

エフピー教育出版

「令和3年 認知症介護に
関する調査」

8.0

その他 4.2

注：特別養護老人ホーム
や

　   認知症高齢者グルー
プホーム等

自分と同居
52.0

介護施設＊

25.4

自分以外の人と同居

ひとりで自宅

夫婦で自宅 1.2

4.8

病院 4.4

在宅介護

66.0 ％

病院・施設介護

29.8 ％

要介護者が認知症を発症
した年齢

data 2 ％単位

エフピー教育出版「令和
3年 認知症介護に関する

調査」
0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

75～79歳 80～84歳
85～89歳 90歳以上

70～
74歳

65～
69歳

65歳
未満

5.1 9.7
24.520.3

25.2 11.4
平均

80 歳4カ月

80 歳代が約5割（49.7％）
3.9

　認知症になったらどの
ように暮らしたいかにつ

いては、自宅での介護を
希望する人が約3割、施

設で過ご

したいという人が約4割
で、施設利用を希望する

人のほうが多くなってい
ます。（エフピー教育出版

「令和3

年 認知症介護に関する調
査」→14ページ参照）

● ワンポイント ●

5

4

れは、比較的高齢になっ
てから認知症を発症した

ケースが多いためとみら
れます。

　介護期間の平均は約5
年8ヵ月で、6人に1人の

割合で10年以上の長期に
わたり介護を続けている

ケースもあります。

data 3 ％

　認知症の介護を在宅で
行っている割合は、およ

そ3人に2人です。また半
数以上が介護者の自宅が

介護の場所となっていま
す。グループホーム等の

施設での介護はおよそ４
分の１で、病院での介護

も

含めると約3割となって
います。

　認知症を発症した時期
を年齢別にみると、80歳

代がおよそ半数を占めて
います。一方、割合とし

ては少ないですが、65歳
未満の若年性認知症も3

.9％となっています。

介護の場所data 1
その他 4.2

　在宅介護
で介護者本

人が負担し
ている月額

介護費用は
、平均で約

6万6千円（
中央値：5万

5千円）

ですが、10
万円以上と

なるケース
も2割以上と

なっていま
す。一方、

グループホ
ームなどの

施設介

護の場合は、
平均約9万7

千円（中央値
：8万円）と

施設介護の方
が負担額が多

くなっていま
す。

　また、介
護のための

リフォーム
や、施設介

護の入居一
時金など一

時的にかか
った費用は

、平均約

71万円（中
央値：20万

円）ですが、
4人中1人が

10万円未満
と回答してい

ます。

月々の費用は
約7万円、一

時的な費用は
約71万円！

在宅介護の月
々の介護費用

data 3

％単位

エフピー教育
出版「令和3

年 認知症介
護に関する調

査」

22.0
10～20万

円未満

20万円以上

注：介護費用
の主な負担者

について「あ
なたやあなた

の配偶者」

　   「家族・
親族で分担し

た」と回答し
た人に尋ねて

います。

3万円未満

19.5 3～5万円未
満

26.0

8.9

17.9

5.7

7～10万円
未満

5～7万円未
満

＜在宅介護の
場合＞

平均

65,691円
（中央値55

,000円）

＜参考＞
施設介護の場

合の

月額介護費用
負担額

平均

97,083 円

（中央値　8
0,000円）

在宅介護の一
時的な費用

data 4

％単位

エフピー教育
出版「令和3

年 認知症介
護に関する調

査」

注：介護費用
の主な負担者

について「自
分や自分の配

偶者」「家族
・親族で分担

した」と回答
した人に尋ね

ています。

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

100～
300万円
未満30～100万

円
未満

20～
30万円
未満10～20万

円未満

300
万円
以上

10万円未満

27.5
18.8

11.6
20.3

17.4 4.3

平均

約71 万円
（中央値20

万円）

　介護付有
料老人ホー

ムに入居す
る場合、入

居一時金を
支払うこと

で月額利用
料を下げる

方法があり
、

平均で入居
一時金が約

1,325万円
、月額利用

料が約23.4
万円となっ

ています（
東京都福祉

保健局「東

京都内有料老
人ホーム一覧

（令和2年1
2月1日現在

）」をもとに
エフピー教育

出版試算）。＋プラスワン

認知症介護
にかかる費

用

5

　介護費用
の負担は、

要介護者本
人（または

その配偶者
）が負担し

ている場合
が約6割で最

も多く

なっていま
すが、介護

者本人（ま
たはその配

偶者）が負
担する場合

も約3割とな
っており、

日常の介

護をする人が
介護費用も負

担するケース
が多くなって

います。

　介護者本
人が毎月の

介護費用を
負担してい

る場合の介
護費用につ

いては、「負
担である」

と回答し

ている人が約
8割と、多く

の人が自分の
生計維持に上

乗せとなる介
護費用に負担

感を感じてい
ます。

介護者が費用
を負担してい

るケースも多
い

介護費用の主
な負担者は誰

？

data 1

％単位

エフピー教育
出版「令和3

年 認知症介
護に関する調

査」

注：「わから
ない」を除く

29.2

（自分や自分
の配偶者の）

兄弟姉妹 4.1

その他の親族
等 2.7

その他 0.8
家族・親族で

分担した 3.9

自分や自分の
配偶者

要介護者本人
や

要介護者の配
偶者

59.3

介護費用の負
担感は？

data 2

％単位

エフピー教育
出版「令和3

年 認知症介
護に関する調

査」

注：介護費用
の主な負担者

について

　   「あなた
やあなたの配

偶者」「家族
・親族で分担

した」と回答
した人に尋ね

ています。

0
10

20
30

40
50

60
70

80
90

100

かなり負担で
ある

やや負担であ
る

それほど
負担ではない

負担では
ない

37.9

40.4
18.0

3.7

40
50

60

負担である78.3 ％

　自分が認知
症になった場

合の費用負担
についても考

えておく必要
がありそうで

す。● ワンポイ
ント ●

7

6

http://www.fps-net.com
株式会社セールス手帖社保険FPS研究所

本書のお求めはこちらから  FPS-net

●B5判 /20 ページ
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　介護費用
の負担は、

要介護者本
人（または

その配偶者
）が負担し

ている場合
が約6割で最

も多く

なっていま
すが、介護

者本人（ま
たはその配

偶者）が負
担する場合

も約3割とな
っており、

日常の介

護をする人が
介護費用も負

担するケース
が多くなって

います。

　介護者本
人が毎月の

介護費用を
負担してい

る場合の介
護費用につ

いては、「負
担である」

と回答し

認知症と認知症介護
データ ガイド&

誰もが漠然と不安を抱いている
認知症と認知症介護の

誰もが漠然と不安を抱いている
認知症と認知症介護の 実態に迫る！実態に迫る！

認知症の現状とこれから

認知症について知ろう！

あれ！認知症かも？と思ったとき

認知症介護のはじまり

認知症介護にかかる費用

認知症介護の担い手

認知症介護と上手に向き合うには

もし認知症といわれたら？

認知症介護事例

認知症介護経験者の声

認知症早期発見チェックシート付録
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累計総額 5億5,673万1,371円
令和2年度募金現在額は961 万5,573円です（令和 3年 2月28日現在）

「２０２１ＪＡＩＦＡ年次大会in広島」の
開催に関するお知らせ

Ｐｒｅｓｅｎｔは２０２１年
４月号より、冊子版、電子版とも
フルカラーでお届けします！

本号から冊子版、電子版ともフルカラーでお届けします！
『Ｐｒｅｓｅｎｔ』の誌面をリニューアルしてフルカラーとなりました。
これからも、さらに親んでいただける誌面をお届けして参ります。
どうぞ、お楽しみに！

広島城

生命保険の学習サイトJAIFA学習帖
ご活用ください

『Present』4月号は、スマートフォンでも読むことができます。
JAIFA はこれからも、全国の被災地支援に取り組んでいきます。

もっと元気よく

日本を

www.jaifa.or.jp

公益社団法人 生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会
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JAIFA ホームページには有益情報が沢山掲載されています。
一般の方にも会員の方にも更に活用してもらえるよう……

ＪＡＩＦＡのウェブサイトが生まれ変わります！！

Ｐｒｅｓｅｎｔ誌のコンテンツの共有が可能となり、活用しやすくなりました!
もちろん、スマートフォンやタブレットでも見やすいレイアウトです。
今後も段階的に最新ページをオープンしていきますので、ご期待ください。

※最新情報は、ホームページをご確認ください。
※開催にあたっては、例年よりも参加人数が制限される場合があります。
※コロナ禍の状況によっては、中止・延期する場合もあります。

コロナ禍の影響が続く中で、5 月28 日に予定しています広島大会は、現在、コロナ感染防止対策、
ソーシャルディスタンス等を十分に配慮したうえで開催することを予定しています。
しかしながら、3月1日現在、一部都市圏での緊急事態宣言が延長されていること、また、それ以外の多くの
地域でも感染防止対策が強化されていることを受けて慎重な判断を続けています。
よって、参加申込等のご案内は、本４月号にてご案内予定でありましたが、最新の情報は、JAIFAホーム
ページにてご確認いただきますようお知らせ致します。

皆様におかれましては、事情ご賢察いただきまして、
今しばらくお待ちいただきますようお知らせ致します。

２０２１ＪＡＩＦＡ年次大会in広島実行委員会

JAIFAホームページ　
http://www.jaifa.or.jp/

ＪＡＩＦＡのウェ

Ｐｒｅｓｅｎｔ誌のコンテンツの共有が可能となり、活用しやすくなりました!

第一弾 
3月15日より
リニューアル　

広報誌「Present」をウェブサイトにも
公開しました！
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